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開議 午前１０時００分 

 

◎開議の宣告 

○議長（髙久武男君） 散会前に引き続き本日の会

議を開きます。 

  ただいまの出席議員は31名であります。 

  15番、石川英男君より遅刻する旨の届け出があ

ります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（髙久武男君） 本日の議事日程はお手元に

配付のとおりであります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎市政一般質問 

○議長（髙久武男君） 日程第１、市政一般質問を

行います。 

  発言通告者に対し、順次発言を許します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◇ 山 本 はるひ 君 

○議長（髙久武男君） 初めに、21番、山本はるひ

君。 

〔２１番 山本はるひ君登壇〕 

○２１番（山本はるひ君） 皆様、おはようござい

ます。 

  ただいまより市政一般質問を行います。 

  ことしは４月に県議会議員選挙、７月には参議

院議員選挙が行われます。選挙は選挙権を行使し

てこそ意味のあるものですが、ただ投票しようと

言っても投票率が上がるものではありません。 

  そこで、１、投票しやすい投票所の環境づくり

について。 

  ①投票所の数や場所を決める基準について。 

  ②投票所の中は投票しやすいように配慮されて

いるか。 

  ③投票事務などを行う職員の配置はどのように

して決めるのか。 

  ④期日前投票のできる場所をふやすつもりはな

いか。 

  ⑤不在者投票の制度はどのようになっているの

か。 

  以上５点についてお伺いいたします。 

  次に、市民に対してさまざまな情報提供と、そ

の周知を能率よく迅速に行うために委嘱している

行政連絡員の制度について。 

  ①行政連絡員が果たすべき役割は何か。 

  ②行政連絡員には報酬と費用弁償を支払ってい

ますが、その責任の範囲について。 

  ③行政連絡員の担当地域は行政区を単位として

いますが、行政区の自治組織に加入している世帯

は現在およそ74％です。加入していない市民に対

して、行政連絡員はどうかかわるのか、この制度

で行政情報の周知は図れるのか。 

  ④行政連絡員と自治組織の長（行政区長、自治

会長）との関係について、どのようにとらえてい

るか。 

  ⑤行政区の世帯数の差や行政連絡員の任期の長

短について問題はないのか。 

  以上５点についてお伺いいたします。 

  次に、印刷製本についてですが、合併してこれ

ほど安くなったものはないと思われるほど印刷費

が下がっています。また、入札で決まる印刷製本

の数は少ないのですが、結果を見ると、入札価格

に大きな差があります。 

  ①印刷製本の入札はどのように行っているのか。 
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  ②入札への参加資格はどうなっているのか。 

  ③妥当な価格の設定はしているのかどうか。 

  ④納入されたものについて、指定されたものに

なっているのか、どのようにそれを判断している

のか。 

  以上４点についてお伺いいたします。 

  次に、給食費の滞納について。 

  ①市内小中学校の給食費滞納について、現状と

今後の対策を伺います。 

  このことについては一昨日の創生会代表、菊地

弘明議員の質問で答弁はいただきましたので、そ

の確認と、そこで触れられなかった点について再

質問で伺います。 

  最後は、学童保育と放課後子どもプランについ

てです。 

  これは、今までの議会で何回かお尋ねしてきま

したが、国の方針が出てきましたので、それと関

連して市の考え方を改めてお伺いするものです。 

  ①放課後子どもプランについては、教育委員会

が主導して福祉部局と連携を図り、原則としてす

べての小学校区で放課後の子供の安全で健やかな

活動場所を確保するようにとなっていますが、そ

の推進のための連携方策について。 

  ②学童保育について、平成19年度国の予算は増

額になっていますが、市の予算はどうなっている

のか。 

  ③市内で３カ所のクラブは定員を超えて大規模

化していますが、そのことについて対策はあるの

か。また、71人以上の大規模クラブについては３

年後補助を廃止し分割を促進するとなっています

が、具体的な方針を考えているのか。 

  ④西那須野と塩原地区の学童クラブの民営化の

進捗状況について。 

  ⑤保育園が土曜保育や延長保育など子育て支援

に積極的に取り組んでいるのに対し、小学校入学

後の放課後対策が立ちおくれていて、仕事をして

いる保護者（特に母親）が困っている現状をどう

とらえているのか。 

  以上５点を伺います。 

  以上で通告した質問のすべてです。ご答弁のほ

どよろしくお願いいたします。 

○議長（髙久武男君） 21番、山本はるひ君の質問

に対し、答弁を求めます。 

  市長。 

〔市長 栗川 仁君登壇〕 

○市長（栗川 仁君） おはようございます。 

  21番、山本はるひ議員の市政一般質問にお答え

をいたします。 

  ２の行政連絡員制度についてのご質問にお答え

をいたします。 

  ①まず、行政連絡員の役割でありますが、行政

連絡員設置規則に、市と市民との間における事務

及びこの周知徹底に関する事務を処理するためと

設置の目的が規定されており、担任事務として市

の文書の配布や連絡事項の周知徹底などをお願い

しているところであります。 

  ②次に、行政連絡員の責務についてであります

が、これも行政連絡員設置規則に、公正を旨とし、

かつ責任ある事務の執行をし、住民の不信を受け

ることのないように努めると規定し、担当範囲に

つきましては、所属する行政区の単位としており

ますが、行政連絡員の設置につきましては、当該

地域の自治組織の推薦により市長が委嘱すると規

定をしているように、行政区内の自治組織加入戸

数が受け持ち範囲になるものと考えております。

また、報酬にある戸数割につきましては、その受

け持ち範囲となる加入戸数に応じて算出し、支給

をしております。 

  ③次に、行政連絡員を通じた行政情報が行き渡

らない市民に対する市の情報の周知についてであ
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りますが、現状では市役所及び各支所のほか、公

民館、図書館に広報等を配付してごらんをいただ

く、あるいは持ち帰っていただくという方法をと

っておりますが、さらにホームページを活用した

事務事業の公表など、複数の方法をとることで一

層の情報の提供、周知に努めていきたいと考えて

おります。 

  ④行政連絡員と自治組織の長との関係でありま

すが、行政連絡員はそれぞれの自治組織からの推

薦によって市長が委嘱をし、その身分は地方公務

員法に定められている非常勤の特別職で、条例の

中に報酬や費用弁償代が規定されております。一

方の区長、自治会長と呼ばれている自治組織の長

は、その地域の住民を構成員とする自発的な任意

の自治組織を代表する方で、市長が委嘱するとい

うことではありませんが、実際にはほとんどの地

域で行政連絡員と自治組織の長とを兼務している

という状況にあります。 

  ⑤次に、行政区の世帯数の差や行政連絡員の任

期の長短についてでありますが、地域の歴史的な

背景、地理的な条件、地区の行事の運営など、さ

まざまな特色と地域差があります。行政連絡員の

任期につきましても規則で１年とし、再任を妨げ

ないこととしておりますが、自治会長が兼務をし

ている区域がほとんどで、これについても１年で

交代する地域や複数年務めていただく地区など、

さまざまでありますが、行政連絡員の業務には支

障がないものと考えております。 

  このほかにつきましては、選挙管理委員会事務

局長、総務部長、教育部長、市民福祉部長より答

弁をいたさせます。 

○議長（髙久武男君） 選挙管理委員会事務局長。 

○選挙管理委員会事務局長（織田哲徳君） それで

は私の方から、投票しやすい投票所の環境づくり

についてお答えをいたします。 

  １点目の投票所の数や場所を決める基準につい

てでありますが、明確な基準はありませんが、本

市においては選挙人の数、地勢などの事情を考慮

いたしまして投票事務の管理能力や選挙人の利便

を図ることを基本に、長い年月の状況変化に応じ

まして投票区域あるいは投票場所の変更等がなさ

れ、投票しやすい環境の改善を重ねながら現在に

至っております。 

  次に、２点目の投票所の中は投票しやすいよう

に配慮されているかについては、投票の秘密、秩

序の確保、投票の進行が円滑に行えることなどに

留意をいたしまして、それぞれの投票施設の中で

選挙人が投票しやすいように適宜工夫をして設営

しているところであります。また、当然のことで

はありますが、選挙人が明るい雰囲気の中で気軽

に投票ができること、高齢者や体の不自由な方へ

の配慮等につきましても、事前の事務従事者説明

会等で確認をし、投票事務に当たっていただいて

いるところであります。 

  ３点目の投票事務などを行う職員の配置であり

ますが、合併後のこれまでの選挙につきましては、

旧３市町のそれぞれの方法を踏襲して執行してま

いりました。しかし、選挙事務は朝早くから夜遅

くまで勤務が長時間になりますので、健康面への

配慮、また移動距離が短い方が安全で効率的であ

ることなどの理由から、できるだけ居住地に近い

投票所への配置、また配置人数につきましても、

その投票所の選挙人の数で基準を統一していくこ

とで協議を調え、来る４月８日の栃木県議会議員

選挙に向けて、現在準備を進めているところであ

ります。 

  次に、４点目の期日前投票所の増設についてで

ありますが、期日前投票所は市区町村に１カ所以

上設置することを原則としておりますが、現在は

旧３市町において設置されておりました投票所を
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存続しており、４カ所となっております。これら

の事務は職員を配置して業務に当たっております

が、その職員数は選挙の種類によっても異なりま

すが、相当数の職員に上り、通常業務に及ぼす影

響も懸念されるところでありまして、現時点にお

いてはこの箇所数をさらにふやすことは難しい状

況にあると考えております。 

  ５点目の不在者投票制度は、郵便等による不在

者投票、遠隔地に滞在している場合の不在者投票、

都道府県が指定した病院等に入院している場合の

不在者投票などがあります。不在者投票のできる

期間は選挙の告示日の翌日から投票日の前日まで

となっております。いずれの方法も申請により投

票用紙等の請求が必要でありまして、投票した用

紙は指定の封筒に入れ、封をし、郵便等で選挙管

理委員会に送致がなされ、投票日当日、選挙人名

簿登録地の投票所の投票管理者のもとで投票箱に

投函される制度であります。 

  以上であります。 

○議長（髙久武男君） 次に、総務部長。 

○総務部長（田辺 茂君） 私からは、３項目めの

印刷製本の入札について順次お答えをいたします。 

  まず１点目の本市における印刷製本業務の入札

は、財務規則の規定に基づきまして指名競争入札

で行っております。業者の指名については、平成

18年度指名方針に基づき、印刷製本を希望してい

る市内業者を指名業者選考会議において選定し、

指名をしております。 

  ２点目の入札の参加資格についてでありますが、

財務規則に基づく資格要件を満たしている申請者

について、２年ごとに一定の受付期間を設け入札

参加資格申請を受け付けております。資格審査を

経て有資格者として認めた場合、入札参加資格者

名簿に登録をしております。 

  ３点目の妥当な価格の設定についてのご質問で

ありますが、市が作成する仕様書及び設計書等に

ついては、資料の収集とともに、専門知識を必要

とする部分につきましては、事業者からの専門的

なアドバイスや見積もり等を参考に、市の製作意

図を明確にした仕様書及び設計書を作成しており

ます。 

  ４点目の納入された成果品等についてでありま

すが、納品前の段階で校正を行い、本市財務規則

の規定によりまして仕様書等と照らし、契約に基

づく納品を確認をしております。 

  以上であります。 

○議長（髙久武男君） 次に、教育部長。 

○教育部長（君島富夫君） ４番目の給食費の滞納

についてでございますけれども、滞納につきまし

ては創生会の菊地議員の会派代表質問にお答えし

たとおりでございますので、ご了承いただきたい

と思います。 

  次に、５点目の学童保育と放課後子どもプラン

についてのうちの①でございます。放課後子ども

プランにつきましては、文部科学省所管の放課後

子ども教室推進事業と厚生労働省所管の放課後児

童健全育成事業を一体的あるいは連携して実施す

るものであります。12月議会の金子議員の一般質

問にお答えしたとおり、本市としましては両事業

の内容から対象児童や個人負担の違いなどの諸問

題があり、現状では一体的に行うことは困難と考

えておりますので、平成19年度におきましては他

市町の動向も見きわめながら検討したいと、この

ように考えております。 

  以上です。 

○議長（髙久武男君） 次に、市民福祉部長。 

○市民福祉部長（渡部義美君） それでは、学童保

育関係について４点、続けて答弁申し上げます。 

  まず初めに、平成19年度の放課後児童クラブ関

係の予算につきましては、率にして17.3％増とし
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て計上したところであります。増額の主なものは

民設民営クラブの新規開設による補助金及び安全

対策としての施設の改修工事であります。 

  次に、大規模化している３カ所のクラブの対策

についてでありますが、１カ所については、こと

しの４月から民設民営クラブが新規に開設を予定

していますので、これにより緩和されることを期

待しています。他につきましては、今後早急に放

課後児童クラブ整備計画を策定する予定でありま

すので、その中で研究・検討してまいりたいと考

えています。 

  次に、学童クラブの民営化の進捗状況でありま

すけれども、本年度保護者会組織のなかった西那

須野、塩原地区に保護者会の学童保育への参画を

目的に保護者会が立ち上がりました。今後とも、

民営化に対しまして保護者の理解を得るには十分

な話し合いが必要と考えております。 

  最後になりますけれども、小学校入学後の放課

後対策が立ちおくれているのではないかとの件で

すけれども、福祉サイドの放課後児童健全育成事

業のみでは限界があると考えております。今後、

放課後子どもプランも含め、教育委員会部局との

連携が必要であると考えております。 

  以上であります。 

○議長（髙久武男君） 21番、山本はるひ君。 

○２１番（山本はるひ君） それでは、順次、再質

問を行います。 

  最初に、投票所のことなんですけれども、まず

数や場所を決める基準というものはないというこ

とですが、現実に駐車場が少ないというようなこ

とがあると思います。そのことについてお伺いす

るのと、もうひとつは投票所の中はそれぞれ工夫

をして投票しやすいように配慮はしているという

ことでした。けれども、明るい雰囲気であるとか、

高齢者への配慮ということからすると、一部の投

票所で見られる靴を履き替えなければいけないと

いうようなこと、あるいは部屋の広さ、つまり投

票する人数の割には部屋が広くないというような

ことで一部やはり込み合うことがあることについ

て、具体的にどのようなことを考えていらっしゃ

るか、もう一度お聞かせください。 

○議長（髙久武男君） 選挙管理委員会事務局長。 

○選挙管理委員会事務局長（織田哲徳君） まず１

点目の駐車場が少ないというふうな状況の中であ

りますけれども、投票所の場所を指定する中で、

投票所につきましては基本的には選挙人の利便性

というふうなところから、最もその投票区域の中

で中心的な、しかも政治的な中立というふうな部

分におきましては公共的な施設というふうなとこ

ろを指定しているところでございまして、そうい

うふうな中で、この駐車場のスペースが少ない、

多いというふうなところは当然あるわけでござい

ますけれども、できるだけ駐車場の問題について

も、込み合った状況の中ではその従事者が整理を

するなどという、緊急のそういうふうな対応など

もして、その投票が円滑に行われるように対応を

してきているところでございます。そういう中で

ご理解をいただきたいと思います。 

  また、２点目の投票所の中のいわゆる靴を脱ぐ

というふうな部分の状況でございますけれども、

投票所につきましては選挙管理委員会の方では、

いわゆる投票所をお借りしているわけでありまし

て、そういうふうな中でどうしても構造的に、い

わゆるそういうふうなことが、土足のまま入れな

いというふうな投票所も多いわけでございます。

そういうふうな中におきましては、体の不自由な

方あるいは高齢者というふうな方につきまして、

そういうふうなところにおきましては設備等にお

きましてスロープあるいは車いすの配置というふ

うなものを配置いたしまして円滑に投票が行われ
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るよう工夫をして対応をしているというふうな状

況でございます。どうぞご理解をいただきたいと

思います。 

  以上でございます。 

○議長（髙久武男君） 21番、山本はるひ君。 

○２１番（山本はるひ君） 投票所については公共

施設を使うという関係上、ある意味駐車場につい

ても制約はされると思いますが、学校などを使う

場合においては、庭を使わなければとても入りに

くい学校もあります。その辺をきちっと、庭にと

めるようにというような標識をつくるとか、それ

から部活との関係など、時々混乱が見られますの

で、その辺きちんとわかるような形をとっていた

だきたいと思います。 

  それから、投票所の中のことなんですが、一つ

は、高齢者に配慮するということは大変やはり重

要なことだと思うんです。それで、靴を脱ぐにし

ても、いすを置いてくださるとか、あるいは雨が

降ったときにきちんと傘を置くところを分けてい

ただくとかということで滑らない工夫とか、それ

はやはり一つ一つの場所、みんな形が違いますの

で、対策をしていただきたいと思います。 

  それと、部屋の広さについても、先ほどは投票

者の数を考えて場所を決めているというふうにお

っしゃいましたが、広さについては投票に行く人

が行きにくいというようなこともございますので、

混雑していて帰ったというようなこともございま

す。その辺は今後、投票率が今余り上がらない現

状ですので、きちんと再考していただきたいとい

うことで、ここは要望でお願いいたします。 

  次に、３番目なんですが、投票事務を行う職員

の配置について、先ほど、今度の選挙から新しい

基準でということでしたが、確認なんですが、近

いところでということは、その選挙の投票所の住

んでいる近さというか、その投票区の中にいらっ

しゃる市の職員の方が基本的にはそこで投票事務

を行うということでよろしいんでしょうか。 

○議長（髙久武男君） 選挙管理委員会事務局長。 

○選挙管理委員会事務局長（織田哲徳君） 投票所

への職員の配置でございますけれども、できるだ

け居住地に近い投票所というふうな考え方でござ

いまして、その投票区域の中に職員が居住してい

ない、そういうふうなところも多々あるわけでご

ざいまして、そういうふうな中で、できるだけ居

住地に近い投票所に配置をしてまいりたいという

ふうな考え方でございます。 

  以上でございます。 

○議長（髙久武男君） 21番、山本はるひ君。 

○２１番（山本はるひ君） 先ほど投票所の中は明

るい雰囲気で選挙しやすいというような配慮をす

べきだというようなことをおっしゃいましたが、

投票事務をしている職員の方というもののあり方

というんでしょうか、そこにいらっしゃる態度と

いうんでしょうか、そういうものはとても大切だ

と思います。それで、半分ぐらいは職員ではなく

地元の方がただそこにいらっしゃるということも

あるので、地元の方で職員の方がこれから選挙事

務をするということになりますと、知っている方

などがいらっしゃったときに、明るい雰囲気と、

例えば「おはようございます」と言って返事をし

ないとかするとかというようなことも含めまして、

どんな形で職員が応対をするのかということにつ

いて、基準というのはあるんでしょうか。 

○議長（髙久武男君） 選挙管理委員会事務局長。 

○選挙管理委員会事務局長（織田哲徳君） 投票所

の中の雰囲気づくりというふうな部分については、

それぞれ事務従事者等の中で事前にそういうふう

な確認というふうなものもしているわけでござい

ます。また、ＢＧＭを流すとか、そういう配慮と

いうふうなことで、ＢＧＭのテープなども用意を

－129－ 



しているところでございまして、そういうふうな

部分についてはその投票所のそれぞれの状況の中

で対応しているわけでございますけれども、改め

て基準というふうなものはないわけでございまし

て、いかに投票しやすい環境づくりの中で従事職

員がそういうふうな考え方の中で対応するという

ふうなことに尽きるわけでございます。そういう

ふうなことで今後とも確認をしながら、そういう

ふうな雰囲気づくりをできるように今後とも進め

ていきたいというふうに考えております。 

  以上でございます。 

○議長（髙久武男君） 21番、山本はるひ君。 

○２１番（山本はるひ君） 投票所については、若

い方が投票に行って、余りにもかたい雰囲気の中

で、もう何か行くのが嫌になったということをこ

の間の選挙のときに聞きました。そういうことか

らも、ぜひ厳正で秩序が保たれた投票ということ

は必要ですけれども、もう一つそこに、やはり投

票に行きやすいというような環境はつくっていた

だきたいと思います。 

  それから、期日前投票につきましては４カ所だ

ということで、今ふえておりますので、地域が広

いので、もう少しふやせたらとは思ったんですが、

ご答弁を聞きまして理解はいたしました。どうか

４カ所で投票ができるということをきちんと宣伝

もしていただきたいと思います。 

  それから、不在者投票の制度については意外と

知られていないというようなところがございます

ので、申請も面倒なところがございますが、これ

はどうぞきちんと知らせていただいて、遠くにい

ても選挙ができるということを周知していただき

たいと思います。 

  では、次に移ります。 

  行政連絡員の制度についてですけれども、先ほ

ど行政連絡員の果たすべき役割、責任の範囲につ

いてはお答えをいただいたところです。先ほどの

３番目のところで行政情報の周知は図れるのかと

いうところで、答弁では、市役所や支所などに広

報などが置いてあると。あるいは、ホームページ

でそれを見ることができるというふうにお答えに

なったんですけれども、行政情報というのは広報

「なすしおばら」だけではないと考えます。市の

いろいろな伝達とか連絡の周知をする、また市民

の行政ニーズの把握をするというようなことも、

意向を聞くというようなことも行政連絡員の果た

すべき役割として書かれているんです。それで、

そういうふうに考えますと、広報だけが周知では

ないと思うんですが、その辺についてはいかがで

しょうか。 

○議長（髙久武男君） 総務部長。 

○総務部長（田辺 茂君） お答えいたします。 

  当然、おっしゃるように行政連絡員の職務とい

うのは広報の配布だけとは考えてはおりません。

ただ、お話があるように、お願いをしている守備

範囲といいますか、その範囲については行政連絡

員の委嘱をお願いする前提に、その所在している

地区からの推薦により市長が委嘱をしております

ので、当然その所在する地区の中に加入している

方が行政連絡員の職務の対象だというふうに考え

ておりますので、そういう点では現行の制度の中

で遺漏なく伝達はされているものと、こんなふう

に考えております。 

○議長（髙久武男君） 21番、山本はるひ君。 

○２１番（山本はるひ君） 行政連絡員の担当地域

の行政区の考え方というのは、多分旧３市町で広

さとか違ったと思うんです。それを今はそれぞれ

を尊重しながら続けているんだとは思うんですけ

れども、先ほど行政区に加入している方たちにつ

いて委嘱をしているというお答えでしたが、そう

しますと、加入している世帯が７割５分、74％ぐ
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らいというふうになっている、その残りの25％ぐ

らいの方も市民というふうに言えると思うんです。

あるいは市に住んでいる世帯というふうに考える

べきだと思います。そういう部分についてはどの

ように考えていらっしゃるか、改めてお願いいた

します。 

○議長（髙久武男君） 総務部長。 

○総務部長（田辺 茂君） 自治組織に加入をして

いない市民であっても、当然納税とか、そういう

義務は負っていますし、当然市民の一部だという

ふうに考えております。ただ、現実的な伝達の問

題等を考えますと、多くの方が、大部分の方がア

パートなどの集合住宅にお住まいになっている方

でありまして、表札はあるけれども入居はしてい

ない、あるいは入居はしているけれども表札がな

い方、そのほか、ほとんどが日中は不在である方

が一般的に多いというふうに考えます。そのほか、

別荘地内の別荘で近所とのつき合いがほとんどな

いという方もおります。こういう方々に行政連絡

員の方に情報の周知をお願いするということは、

現実的には困難でありまして、お願いしても、か

なりの労力と時間を要するものだというふうに考

えております。 

そういうことで、これらの状況を考えますと、

そういった方々への情報の伝達をお願いするとい

うことは不可能ですから、先ほどもお答えしたよ

うに、市役所あるいは各支所、そのほか公民館や

図書館等で情報をごらんいただく、あるいは持ち

帰っていただくという方法をとらざるを得ないと

いうのが実情でございます。 

○議長（髙久武男君） 21番、山本はるひ君。 

○２１番（山本はるひ君） 今のアパートなど、あ

るいは別荘地でふだんは住んでいない、それから

表札を出していない、昼間余りいらっしゃらない、

つまり日常的にそこに生活しているということが

なかなか把握できにくい方たちが行政区に加入を

していないのではないかというお答えだったんで

すが、私の知る限り、そうでない方であっても意

思として入らないという方がいらっしゃいます。

それで、25％という数字をどういうふうに考えて

いいのか、アパートに入っていらっしゃる方が

25％いるというふうにも考えられませんので、思

うところは多分そうなんだろうとは考えられます

が、11万5,000の中で、４万世帯ある中で、意外

ときちんと生活をしていらっしゃって、そこに日

常的に暮らしていらっしゃる方が行政区には入ら

ないと。理由はいろいろなんでしょう。そういう

方が、なぜ行政区に入っていないだけでそういう

ものが来ないかというような意見がやはり届きま

す。それで、特に都会から来た方は、都会ではこ

ういう形が余りとられていないところもあるよう

なので、その辺、やはり今後人口がふえていった

り、都会から入ってこられる方がふえていく可能

性がある中で、それでいいのかということはやは

り考えなければいけないと思うんですが、その辺

はいかがでしょうか。 

○議長（髙久武男君） 総務部長。 

○総務部長（田辺 茂君） 自治組織への未加入世

帯の加入対策ということになるかと思いますけれ

ども、ちょっと話が大きくなるかもしれませんけ

れども、地方分権一括法が施行されてかなり久し

いわけですけれども、これは簡単に言えば、地方

のことは地方が考えて地方が責任をとる、いわゆ

る自己責任、自己決定ですね。これは行政と地域

を考えれば、地域のことは地域で考えて、地域で

決定して地域が責任をとるということに置きかえ

れば、当然その地域にお住まいになっている地域

の住民の方は地域で考え、地域で決定し責任をと

るということになりますと、その組織に加入する

責任があると思うんです。 
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  そういうことで、本来からいえば、そういう責

任はあるけれども、自分のみずからの意思で自治

組織に加入しないという方をどうするかという問

題ですけれども、本来、第一義的に自治組織に加

入推進を図るのはやはり自治組織にあると思うん

です。そういうことで、行政が主導することでは

なく、側面から行政が地域の実態を見ながら、行

政区長あるいは自治会長の連絡協議会等と協議を

しながら、そういった面を側面から支援していく、

こういうことにある、こんなふうに考えておりま

す。 

○議長（髙久武男君） 21番、山本はるひ君。 

○２１番（山本はるひ君） ということは、現在市

が委嘱をなさっている特別職である行政連絡員の

方には市のそういう意向について、自治会とか行

政区というものは任意の組織であるけれども、市

が行政連絡員さんを通していろいろな市の連絡を

したいので、自治会への加入のようなものをやは

り促進すべきというようなことを連絡員さんには

やはり伝えているというようなこともあるんでし

ょうか。 

○議長（髙久武男君） 総務部長。 

○総務部長（田辺 茂君） 214ある自治区域の中

で、行政区長さんと行政連絡員を兼ねていない方

が４地区ほどございますけれども、大半が兼ねて

いらっしゃるということで、当然そういった総会

あるいは役員会でも自治組織への世帯の加入率を

促進していこうということでの協議の話題はいつ

も出ていますし、当然今後ともそういうことは図

っていかなくてはいけないことで考えております

ので、十分市としての考え方はご理解していただ

けていると、そんなふうに考えています。 

○議長（髙久武男君） 21番、山本はるひ君。 

○２１番（山本はるひ君） それでは、行政区が、

合併するとき、多分一番少ない区は３人だったと

思うんです。それで、一番大きなところが1,000

を超えていたというのが合併をしたときの資料だ

ったと思うんです。今、少しそれは変わっている

かもしれないんですが、基本的なところで行政区

が変わっていないことからすると、やはり３とい

うのは極端かもしれませんけれども、大変少ない

人数の、何十人というところから1,000名を超す

というところまで214の中にはあるわけです。そ

れで、そういうところについて行政連絡員さんは

どこもお１人ですよね、お１人でやっていらっし

ゃるということからすると、その辺できちんと行

政区の方への周知というものが、人数がとても違

ったり、広さが違うところに今のやり方できちん

とすべての方のところに行くのかということにつ

いては、どのようにお考えでしょうか。 

○議長（髙久武男君） 総務部長。 

○総務部長（田辺 茂君） 行政区の中で構成世帯

数が1,000を超えているところと１けたのところ

があるという現状は現在も変わってはおりません。

問題は、1,000を超えるような地区が現実には西

那須野地区の東三島、その他幾つかありますけれ

ども、そういう地区が数が多いからということで

行政の情報等の伝達が遅い、あるいはなされない

というようなことは特別考えておりませんし、多

い地区では一つの例として、一つの地域内を細か

に分けて小区長さんあるいは担当区長さんとか、

そういった分け方をして、実際の広報等、その他

の情報も班長さん、組長さんという方が分類して

お分けするようなこともとっていますし、そうい

う面での流れはそれぞれの地区の考え方の中でな

されていると思いますので、世帯数、構成数の大

小によって情報の伝達が変わってくるということ

は特に考えておりません。 

○議長（髙久武男君） 21番、山本はるひ君。 

○２１番（山本はるひ君） それでは、１つお尋ね
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いたします。 

  行政連絡員は任期というのが１年で、再任を妨

げないんだということだったんですが、今現在、

合併をしてしまったので、那須塩原市でというと

もう２年とかしかないんですが、それ以前の黒磯

市あるいは西那須野町、塩原町から続けてやって

いらっしゃる方もたくさんいらっしゃると思いま

す。その一番長い方はどのくらいなのか。短い方

は１年というのはわかるんですが、参考までにお

聞かせいただきたいと思います。 

○議長（髙久武男君） 総務部長。 

○総務部長（田辺 茂君） 合併前から引き続き自

治組織の長あるいは行政連絡員を兼ねていた方が

どれだけ長い年数をやっていたかといいますと、

相当、10年以上やっている方が何人かいると思い

ます。現在、手元に資料がありませんので、後ほ

どお答えしたいと思いますけれども、そういう方

は何人かおられると思います。 

○議長（髙久武男君） 21番、山本はるひ君。 

○２１番（山本はるひ君） 私は別に行政連絡員の

方が１年交代するのがいいとか悪いとか、あるい

は10年以上していることがいい、悪いと言うつも

りはないんですけれども、市民の方の意見の中で、

行政連絡員について両極端の意見がございます。

１つは、やりたくないから１年交代でどんどんや

っていくんだという、そういう行政区もあります

し、それから、中には長くずっと同じ方がやって

くださっているので、それで満足いっている、あ

るいはかわった方がいいと思うけれども、かわら

ないというようなことを聞きます。 

  それぞれやはり任意の組織の長であれば、それ

はそれぞれのところで考えていいんだと思うんで

すけれども、行政連絡員として市が委嘱をして、

そこにお金を払っている。1,000名を超すような

ところだと、多分ざっと計算しても100万円近い

お金で委嘱をしているところがあるわけですね。

そうすると、やはりお金が動くと、そこに力も出

てくるということがあると思うんです。その辺の

バランス感覚というんでしょうか、力が生まれて

くるというようなことの弊害ということについて

聞くことがあるんですが、市としてはその辺はど

のようにお考えでしょうか。 

○議長（髙久武男君） 総務部長。 

○総務部長（田辺 茂君） 行政連絡員さんの力の

弊害というのは、設置規則の中で行政連絡員さん

の職務というのは決まっているわけで、地域内に

おける力関係とか、そういうものは特別考えてお

りません。問題は、行政連絡員を委嘱する前提の

役職としてのいわゆる自治組織の長が、非常に私

ども考えても相当ハードな労力だと思います。極

めてボランティア性の強い職務だというふうに考

えています。これはどの地域でも同じだと思うん

ですけれども、やめたくてもやめられない、お願

いされてしまって、ある程度もう後継者も育たな

いということでやっているのが実情だと思うんで

す。 

  ただ、これは行政としてそういうものに、任意

の団体ですから、長いからやめろとか、もう役員

を交代しろとかとタッチするようなことではあり

ませんので、そういうことは申し上げませんけれ

ども、理想として言うならば、自治組織の中で、

やはり大変ハードな仕事ですから、組織の長の方

はやはり後継者の育成とか、あるいは分担して仕

事を分け合うとか、そういった日常的な活動が大

切じゃないかなと、こんなふうに考えています。 

○議長（髙久武男君） 21番、山本はるひ君。 

○２１番（山本はるひ君） おっしゃるとおりだと

思うんです。問題は、市民の方は、いわゆる行政

連絡員という市とのパイプと言ってはいけないか

もしれないんですが、いろいろな事務連絡を担っ
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ている行政連絡員という職というんでしょうか、

事務をしている方と、ご自分の自治組織の長であ

る自治会長なり行政区長なりが同じ方ですので、

そこら辺の区別がなかなかとれないというような

ところにあるんだと思うんです。 

その辺のところを、やはりなっていらっしゃる

方はよくわかっているとは思うんですが、一般の

市民の方になかなか理解がされていなくて、それ

であらぬうわさが立ったり、誤解を受けたりして、

余計行政連絡員さんは大変な思いをなさっている

と思いますので、何かの機会にきちっとその辺の

違いというようなものを、特に車座談議など今ご

ざいますし、市民との対話の機会がないわけでは

ありませんので、そういう機会にその辺の、少し

難しいかもしれないんですが、決まりというとこ

ろの線引きについてはきちんと話をしていただく

努力は必要なのではないかと思うんですけれども。 

○議長（髙久武男君） 総務部長。 

○総務部長（田辺 茂君） そうですね、自治会と

の関係で、さきの新聞報道等で栃木県知事あるい

は宇都宮市長さんの話題等も載っておりましたね。

自治会への加入促進の働きについては、市民の安

全・安心なまちづくりの上、あるいは先ほど車座

談議のお話が出ましたけれども、市民と行政との

協働のまちづくりの中での模索というものの一つ

の活動が車座談議ではもちろんあると思うんです

けれども、そういう機会等もありますので、改め

てそういう中で行政区と行政との関係、あるいは

そういった行政連絡員さんと区長との関係、そん

なものは自然発生的に話題として上がってくるん

じゃないかということで期待をしているところで

ございます。 

  それと、先ほど答弁を保留しておりましたけれ

ども、一番長い方で黒磯地区で20年という方がお

ります。 

  以上です。 

○議長（髙久武男君） 21番、山本はるひ君。 

○２１番（山本はるひ君） 20年というのは大変今

びっくりしたんですけれども、いい悪いをここで

言うものではないんですけれども、１年ごとに、

やる人がいなくて交代しているところもあれば、

20年もされているところもあると。 

  実は、一昨日出た「広報なすしおばら」により

ますと、いよいよ黒磯地区も広報「なすしおば

ら」を新聞折り込みではなくて行政連絡員の手を

使ってというか、その事務としてやっていくとい

う報道がなされておりました。その中には経費の

節約だということが書いてございましたが、多分

一番の理由はそうではなくて、そういうコミュニ

ティーの力をやはりもうちょっと信じようという

か、そういうものを強めていこうというような西

那須野地区の方のやり方を黒磯も踏襲していくこ

とによって、市民と行政が手を携えて、先ほども

協働という言葉がございましたが、そういう市政

を進めていこうという一つの多分あらわれなんだ

と思います。それで、４月５日号から行政連絡員

さんの手で配られることになったときに、どうい

うふうに配られるかはそれぞれのところで連絡員

さんの努力でしかないとは思うんですが、どうい

うふうになるかは今後なんですが、そういうこと

も含めて行政連絡員と市民との、それから市との

関係というものをやはり今後もっと真剣に考えて

いただいて、74％という加入率を何とかやはり上

げていただかないことには、これから消防とか防

災とかいうことに関してもなかなかうまくいかな

いのではないかと思っています。 

  そういうことで、行政区のことに関しては今後

も見守っていきたいというふうに思っています。 

  次に移ります。 

  ３番目、印刷製本の入札についてなんですが、
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どのように行っているかというのは指名競争入札

でというふうに、また参加資格は希望者を募って

２年ごとにということなんですね。ちょっとお尋

ねしますが、ことし、多分２年過ぎて新しく名簿

への登録が決まったと思うんですが、何社になっ

ているのかお尋ねいたします。 

○議長（髙久武男君） 総務部長。 

○総務部長（田辺 茂君） 平成19、20年度の資格

審査申請ということで、２月に受け付けをいたし

ました。まだ現在のところ、集約が終わっており

ませんので、今現在、ここで登録数は申し上げら

れません。 

○議長（髙久武男君） 21番、山本はるひ君。 

○２１番（山本はるひ君） すみません、それでは、

その前の、今どのくらいかお知らせください。 

○議長（髙久武男君） 総務部長。 

○総務部長（田辺 茂君） 印刷業者につきまして

は、11社を登録してございます。 

○議長（髙久武男君） 21番、山本はるひ君。 

○２１番（山本はるひ君） それでは、伺います。 

  印刷製本の入札は年の中で幾つもないんですね。

もう決められたものしかないんですが、一番近く

で、この１月でしたか２月に行われた入札で、８

社がその入札に入ったんですが、11社あった中で

あとの３社が除かれた理由をお聞かせください。 

○議長（髙久武男君） 総務部長。 

○総務部長（田辺 茂君） 議員ただいまおっしゃ

いましたように、２月１日に行われた入札が８社

指名しているということで、登録者数のうち３社

が指名から除外されているということでございま

すけれども、これは、これまでの中でペナルティ

ーがございまして、ペナルティーによって指名を

控えているという実情でございます。 

○議長（髙久武男君） 21番、山本はるひ君。 

○２１番（山本はるひ君） それでは、伺います。 

  ペナルティーということで、多分何かの違反を

したということなんだと思うんですが、３社とも

そのようなペナルティーをしたということについ

て、印刷の関係の方にはそういうことはきちんと

知らせるようになっているんでしょうか。 

○議長（髙久武男君） 総務部長。 

○総務部長（田辺 茂君） 当然、ペナルティーを

科す処分を決定したときには当該業者には通知を

しております。 

○議長（髙久武男君） 21番、山本はるひ君。 

○２１番（山本はるひ君） 多分この議会が終わる

と、幾つか入札が入っていくと思うんですが、こ

のペナルティー、具体的にどういうものかという

ことなんですが、例えば入札に入れないというも

のの規則というのは何年とか何回とかいうふうに

決まっているんでしょうか。 

○議長（髙久武男君） 総務部長。 

○総務部長（田辺 茂君） 役所内で建設工事等の

指名停止基準あるいは当該年度の指名方針が年度

初めに決定してございますので、そういう中でペ

ナルティーの回数であるとか、ペナルティーの原

因、そういったものを規定してございます。 

  以上です。 

○議長（髙久武男君） 21番、山本はるひ君。 

○２１番（山本はるひ君） わかりました。 

  それで、印刷製本については指名競争入札で行

っているものよりも、多分郵送で見積もり依頼書

を出して、そこで決まっているものが多いと思い

ます。それについて、ことしに入ってからはそれ

ぞれの課で見積もり依頼書を出しているものに関

して、ある特定のところが非常にたくさん受けて

いるというようなことを聞きますが、その辺のこ

とについては全く各課各部に任せているというこ

となんでしょうか。これは、先ほどの妥当な価格

の設定ということに関してちょっとお尋ねしたい
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んですが。 

○議長（髙久武男君） 総務部長。 

○総務部長（田辺 茂君） 予定価格あるいは設計

価格等で入札を執行するか、あるいは見積もり合

わせによるかは決まっておりますけれども、基本

的に業者はその11社の中で選定されているものと

いうふうに考えております。 

○議長（髙久武男君） 21番、山本はるひ君。 

○２１番（山本はるひ君） 冒頭申し上げたように、

印刷製本の入札あるいはその見積もり依頼につい

ては、非常にお金が下がっております。それで、

妥当な価格の設定というのは仕様書や設計書でや

っているということだったんですが、建設なんか

の入札を見ていると、全く横並びで非常に整って

いるんですが、印刷はすぐに３倍もの差ぐらいが

つくんですね。それについて、安ければいいとい

うことでいいのかどうかについて。 

  それから、４番目のところと関係するんですが、

指定されたもの、例えばインクの種類とか紙の種

類あるいはいろいろな仕様について、どういうと

ころで指定されたものかどうかという判断をなさ

っているのか、その辺、もう一度お答えいただき

たいと思います。 

○議長（髙久武男君） 総務部長。 

○総務部長（田辺 茂君） お答え申し上げます。 

  納品された製品が仕様と合っているかどうかの

判断基準はどうしているかという具体的なお尋ね

だと思いますけれども、印刷物ですから、発注を

して納入されるまでには何回かの校正もございま

す。校正の中で、ある程度仕様に合っているかど

うか、あるいは成果品として仕様で指定した規格

の用紙を使っているか云々というのは、校正なん

かを通じて確認をしていますので、納品は仕様書

どおりに納品されているというふうに考えており

ます。 

  それから、インク、その他も最近は使用する上

においても新たな業者間の競争ももちろんありま

すけれども、環境に優しいインクとか、そういっ

たものも極力仕様につけ加える配慮もしておりま

すので、そういう面でのことを考えますと、ただ

安いからいいんだとかいうことの判断ではなくて、

ただ現行の業者を選ぶ手法として入札を執行して

いますので、単価の安いところに行かざるを得な

いというのが通常でございます。 

  以上です。 

○議長（髙久武男君） 21番、山本はるひ君。 

○２１番（山本はるひ君） わかりました。 

  次にいきます。 

  給食費の滞納については、一昨日ですか、お答

えをいただきましたので、その辺についてはわか

りました。 

  それで、未納が今ふえてると。費用の負担を理

解するためにチラシとか給食だよりで呼びかけを

して納付の義務の周知の徹底を図っているんだと

いうお答えでした。それで、その後、過年度分の

呼び出しをして何人かの方に払っていただいたけ

れども、次のステップへ行かなければならないと

いうふうにお答えをいただいていたと思うんです。

その次のステップというものの具体的なものがど

ういうことなのかお教えいただきたいと思います。 

○議長（髙久武男君） 教育部長。 

○教育部長（君島富夫君） 給食費の未納につきま

しては先日お答えしたとおりでございますけれど

も、当然、先月相談をして130人の対象の中で14

人しか来なかったと、こういう状況でございます

ので、その後、当然来なかった方の対応としては、

職員が家庭訪問させていただいて接触する、こう

いうことを今考えております。 

○議長（髙久武男君） 21番、山本はるひ君。 

○２１番（山本はるひ君） 学校給食費については、
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多分今までも未納というのはあったと思うんです。

それがこのたびいろいろなことで表に上がってき

ているということが現状なので、その滞納分もた

くさんあるんだと思います。 

  そういう中で、今職員がとおっしゃったのは、

多分教育委員会の職員がというふうに受け取った

んですが、今まではどちらかというと学校サイド

にこれを任せていたという部分があるような気が

いたします。それで、私はやはり給食費の未納に

ついては、学校で行っていることではあるんです

けれども、やはり学校の先生なり事務の職員が時

間を割いて給食費を集めに行くということのメリ

ットはあると思うんですけれども、それを今後た

くさんやっていくということは、本来の学校の先

生の仕事にやはり支障が出てくるような気がいた

します。昨日、学校と給食センター、調理場と、

それから教育委員会が３者タイアップをして未納

を減らしていくんだというお答えでしたけれども、

ぜひ市の職員の方の力をもっと出していただいて、

未納を減らしていただくような方策を考えていた

だきたいと思うんです。 

  それに関してなんですが、ほかのところで、ど

うしても未納が減らないので臨時で職員を雇って、

その方に専門に給食費の滞納とか未納を集めてい

ただくというようなことを始めた、そして、そう

いうことで未納が少し減ってきているというよう

なことがございましたが、そのようなことは考え

てはいないんでしょうか。 

○議長（髙久武男君） 教育部長。 

○教育部長（君島富夫君） 結論から言いますと、

考えてございません。給食は当然市の税金を使っ

て、徴収している額については食材費のみでござ

いまして、そのほかの施設あるいは人件費、電気、

水道もろもろかかっておるわけでございますので、

当然払っていただかなければならないというふう

に思っております。そういう意味で、一にも二に

も父兄の方にご理解をいただく、こういう中で相

談あるいは家庭訪問をして理解をいただく、こう

いうことで考えていきたいと思っていますし、ま

た、先ほどお話ありましたように学校の仕事では

ないんだと、こういう話でございますけれども、

これは県内でも高根沢さんが多分市の方で徴収と

いう話になったようでございますけれども、滞納

がかなりふえる、こういうデメリットがございま

す。ですから、基本的には学校、教育委員会、そ

して調理場３者で今後も進めていきたい、このよ

うに考えております。 

○議長（髙久武男君） ここで10分間休憩いたしま

す。 

 

休憩 午前１１時０２分 

 

再開 午前１１時１２分 

 

○議長（髙久武男君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

  21番、山本はるひ君。 

○２１番（山本はるひ君） 給食費のことですが、

先ほど教育委員会の方が主導をとると未納が減ら

ないというようなお答えだったんですが、それは

ともかくとして、私はやはりこの学校給食費につ

いては３者が、教育委員会と調理場と、それから

学校とがともかく協力をして、そのときに主導権

を握るのはやはり教育委員会だと私は思います。

ぜひそういう形でいろいろな方法をとって未納を

減らしていただきたいと思います。 

  もう少し根本的な問題になると、給食費の未納

というのがあっても、どこからも補てんされるこ

とがないというふうになっております。払ってい

る保護者が結局負担をしているという処理、そう
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いう処理をせざるを得ないという今は実態になっ

ていますけれども、それは非常に問題だと思うん

です。那須塩原市も、一部を除いて、今、共同調

理場での給食を行っているということを考えると、

これはやはり市の歳出とか歳入の中に入れていた

だいて経理をすべきものなのではないでしょうか。

未納者の分をほかの保護者に転嫁しているという

か、それで人数分を割って一人一人の食材分が減

っているという現状は、やはりおかしいと思うん

です。 

一昨年でしたか、食育について法律ができて、

やはり学校で食育をきちんとやらなければいけな

いというふうにできましたけれども、基本的に考

えてみると、義務教育無償化という中で教科書代

も同じ考え方であったんですね、昔は。けれども、

いつでしたか、無償ではなくて昔はお金を払って

いた時期があるんですが、今無償化して教科書は

みんなただで使うことができています。私は給食

の食材費もそれと同じ考え方ができるのではない

かというふうに思っています。これは、文部科学

省ではなくて文部省だったときにそういう通達が

出ています。つまり、食材費も無償にしても問題

はないのだと。そういうふうに考えますと、やは

り給食費に関しても公費負担をするというような

考え方があってもいいし、そういうふうにしてい

るところもあります。一部を負担しているところ

もあります。それについてはどのように考えてい

らっしゃいますか。 

○議長（髙久武男君） 教育部長。 

○教育部長（君島富夫君） 無償化という話でござ

いますけれども、市民の皆さんの理解が得られれ

ば、当然そういう話になってくるんだと思います

けれども、現況としては、文科省が本当にやる気

があるとすれば、国でそういうものをすべて面倒

見るというのが筋ではないかと考えております。

いずれにしましても、負担をするのは市民という

立場に立てば、先ほど申し上げたように、父兄の

方にお支払いをいただくというのがやはり基本で

はないかと、このように思っております。 

○議長（髙久武男君） 21番、山本はるひ君。 

○２１番（山本はるひ君） 確かに、理屈はそうい

うふうになります。けれども、例えば国保におい

ても、ほかのものに関しても、払っていない人が

いることによって負担がふえていって、でも、そ

れでも足りない分は一般会計から出しているとい

う事実もあります。学校教育の給食費というもの

を少子化対策というか、子供たちへの健全な教育

をしていくんだ、育っていく次代を担う子供たち

の一つの事業だというふうに考えたときに、やは

り教育費の、完全に無償ということではなくても、

そういう方向もやはり視野に入れた形で私は進ん

でいっていただきたいと思います。 

  これで給食費の問題を終わります。 

  最後になります。学童保育と放課後子どもプラ

ンについて。 

  １番に、どう考えているかということは、こと

しは今の体制でいくということですので、この辺

については今後の課題というふうにしておきたい

と思います。 

  それで、２番目の学童保育の予算が17.3％ふえ

ているというお答えでしたが、これは実は今ある

公設民営の部分にふえているのではなくて、先ほ

どお答えいただいたように、民設民営がふえると

いうことでふえている分なんです。それで、３番

目と関連するんですが、ことしから私立の幼稚園

なり保育園なり、あるいはそういうところが新し

く学童保育を始めるというような予定になってい

るんですが、市としては大規模のクラブの現実を

私立の民設民営の学童保育をふやすことで３年後

の補助の廃止ということを見据えて、そういうも
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ので解消していこうという方針なのかどうかお伺

いいたします。 

○議長（髙久武男君） 市民福祉部長。 

○市民福祉部長（渡部義美君） ただいまの質問で

すけれども、すべて民設に頼るということでは考

えてはおりません。先ほど答弁で申し上げました

ように、今後、学童保育の整備計画を早急につく

りたいというように申し上げたと思いますけれど

も、ちょっと引き合いに出しますけれども、保育

園が今1,800人ぐらい入園しております。何年か

後に当然学校に上がるわけですけれども、家庭の

保育が極端に変わるということは多分ないという

ふうに思います。ですから、今現在１年から３年

までで880人、約25％ぐらい、小学校全体で見ま

すと14％ぐらいです。４年から６年までで３％ぐ

らいの方が学童クラブに入っております。そうい

ったことも含めまして、今後、今単純な比較です

から数値的にはちょっと違ってくるかもしれませ

んけれども、1,800人保育園に入っている方がお

って、その方たちが小学校に上がったときには約

1,000人ぐらいの方しかクラブに入っていないと

いうことになります。適正な規模が何人ぐらいか

ということを今後早急に調査等もしまして、それ

によって、例えば公設がいいのか民設の引き合い

があるのかどうかということも含めて整備計画を

つくっていかなければならないというふうに思っ

ております。 

  以上です。 

○議長（髙久武男君） 21番、山本はるひ君。 

○２１番（山本はるひ君） 今、整備計画をという

お話が出たんですが、その策定はもう具体的に、

例えばもう19年度から何か委員会をつくってやり

始めるというようなものがあるのかどうかについ

て。 

○議長（髙久武男君） 市民福祉部長。 

○市民福祉部長（渡部義美君） 19年度からその作

業に入っていきたいというふうには考えておりま

すけれども、まだ具体的には進んでおりません。 

  以上です。 

○議長（髙久武男君） 21番、山本はるひ君。 

○２１番（山本はるひ君） それでは、伺います。 

  実は、先ほど大規模化しているクラブのことを

話したんですが、今、実際３カ所のクラブは、中

には100人を超すところ、それから100人にならん

とするところが現実に３カ所あります。それで、

私の調べたところでは、今年度黒磯の地域で新た

に１つの幼稚園と１つの保育園が民設民営で学童

保育を始めます。それから、今もやっているのか

もしれないんですが、１つの学習塾をやっている

ところが２つに正式にふやします。それから、も

う一つは病院が経営しているところが１つという

ことで、民設民営が５つになるはずです。それが

予算書に出ていたものだったと理解しています。

今年度はそれで多分、大規模な学童クラブは１つ

ですので、解消される見込みです。 

  ですけれども、西那須野地区に関していいます

と、昨日の予算書のところでは西那須野のところ

ではそういうことは予算には入っていなかったと

思うんですが、現実に今、２つのクラブがやはり

非常に大規模化しています。そのうち、もう本当

に大変な過密状態というんですか、そういうふう

になっていて、これも確認をしたところ、２つの

幼稚園がこの４月を目指して学童保育を始める予

定をしているようです。というのは、まだはっき

り決まったというふうにはおっしゃっていらっし

ゃいませんでしたが、それぞれ片方はご自分の幼

稚園を卒業した子供たちを受け入れますと。もう

片方の方は土曜日も受け入れますというような形

で、人数が集まればやっていくのだというふうに

おっしゃっていましたが、それは大規模な学童ク

－139－ 



ラブがあるところの地域の幼稚園なんです。幼稚

園がそういうふうに言っているということは、市

の方で予算立てをしなくていいのか、あるいはそ

のことについては全く把握していらっしゃらない

のかどうか、その辺お伺いいたします。 

○議長（髙久武男君） 市民福祉部長。 

○市民福祉部長（渡部義美君） お答えいたします。 

  そういった引き合いがあるということは、若干

知り置きますけれども、具体的に、では19年度か

らということにはまだなっていないというふうに

私は理解しております。 

  それから、今、議員がおっしゃられたようなこ

とも含めて、適正な箇所数といいますか、そうい

ったものが那須塩原市でどんな計画をつくるべき

なのかということを、先ほど来申し上げましたよ

うに、早急に計画を立てたいというふうに思って

います。 

  そういうことですので、19年度、現時点ではは

っきりわかっておりませんので、当然予算化はし

ておりませんし、民設のクラブがたくさん出てき

て、例えば過密状態になってということも困ると

いうふうに思いますので、ただいま申し上げまし

たように適正な箇所数というのを早急に立てたい

というふうに思っております。 

○議長（髙久武男君） 21番、山本はるひ君。 

○２１番（山本はるひ君） 学童保育というのは、

先ほど部長もおっしゃいましたように、減ること

はないであろうということで、ニーズはふえてい

ます。その場というのは生活の場であったり、遊

びの場であったりするわけですけれども、71人と

いう数がどこから出てきたのかはよくわかりませ

んが、保育園と、それから小学校の低学年の学校

の規模というか、１つの教室に入る規模というの

は35とかいうふうに決まっているのにもかかわら

ず、学童保育は今本当に100人が１部屋に集めら

れてすごい状態になっています。 

今、これから整備計画を立てるとおっしゃいま

したけれども、もう既に片方で民設民営に参入し

てくるところが多くあって、それをこのままいく

と、ことしはそのまま全部、基準に合えば許可を

していくんだろうというふうに私は見ています。

片方で公設民営の黒磯はある程度うまくいってい

るにしても、西那須野の公設公営が揺らいでいる

というか、いろいろなところに今来ているわけで

す。それをそんなにゆっくりと政策を立てるとか

いうよりも、現実をどうするのか。今のままでい

くと、民設を何か参入してくれば何でもいいよと

いうふうに見えるんです。それをどこで、ここは

許可する、ここは許可しないというふうな基準と

いうものがあるんですけれども、出てきた書類が

合っていさえすればオーケーだというように見え

るんですけれども、その辺についてはいかがなん

でしょうか。 

○議長（髙久武男君） 市民福祉部長。 

○市民福祉部長（渡部義美君） 民設の計画につい

ては、基準が合っていれば、それは認めないわけ

にはいかないと思いますけれども、先ほど来申し

上げましたように、そういったことも今後出てく

る可能性がありますので、今までどうして整備計

画をつくってこなかったのかということを言われ

ますとちょっと困りますけれども、今言いました

ように早急に整備計画を、今、議員がおっしゃら

れたようなことも危惧されますので、十分早目に

整備計画を立てたいというふうに思っております。 

○議長（髙久武男君） 21番、山本はるひ君。 

○２１番（山本はるひ君） ぜひその辺はきちんと

早くつくっていただきたいと思います。ただでさ

え西那須野地区の福祉の担当と黒磯地区の福祉の

担当が現実に地域にある学童保育の形が違うとい

うことによってだと思うんですが、お話が違って

－140－ 



くることがあるんです。聞いていると、どこかで、

あっ、違うなというようなことを感じます。どう

かそういうことのないように、合併をしてもう３

年目になるわけです。学童は公設については民営

にするということを変えていらっしゃらない。方

針を変えないわけですから、ぜひその辺の理解度

の差のないような形で政策を進めていただきたい

と思います。 

  それから、もう一つ、１年生から３年生だけで

今やっているものについて、現実は４年から６年

のニーズがあります。今入れてくれないから現実

は少ないけれども、ありますので、その辺のとこ

ろも含めて、やはり生活の場や遊びの場がないと

いう子供たちは３年生で終わるわけではありませ

ん。どうか国も６年まで認めるという方針を出し

ておりますので、その辺も含めて放課後の子供た

ちの居場所ということをきちんと考えた政策を立

てていただきたい。19年度中には立てていただい

て、20年度民設にしろ、公設にしろ、子供たちが

いい環境の中で放課後を安心で安全で楽しい時間

を過ごせるような政策をしていただきたいと思い

ます。 

  これで一般質問を終わります。ありがとうござ

いました。 

○議長（髙久武男君） 教育部長。 

○教育部長（君島富夫君） 先ほど給食費の関係で、

ちょっと漏れていたところがありますので、追加

させていただきたいと思います。 

  給食費は今、一般会計の方に、これは共同調理

場の方の話ですけれども、一般会計に入れて、一

般会計から歳出して支出をしている、こういう形

でございます。それで、あと、単独校について、

塩原地区でございますけれども、これは私会計で

やって、こちらは滞納がないという状況でござい

ます。 

  以上です。 

○議長（髙久武男君） 以上で、21番、山本はるひ

君の市政一般質問は終了いたしました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◇ 岡 部 瑞 穂 君 

○議長（髙久武男君） 次に、２番、岡部瑞穂君。 

〔２番 岡部瑞穂君登壇〕 

○２番（岡部瑞穂君） 議席番号２番、岡部瑞穂で

ございます。 

  18年12月議会定例会において本市の観光アピー

ルについて質問をいたしました。そして、ご答弁

をいただき、海外を含め広範囲にアピールをいた

しているとのことでした。しかし、業界内の業績

の効果は感じられません。平成19年度の那須塩原

市予算書が提示され、予算内容は７款商工費、２

項観光振興費が大幅に減額となりました。シリー

ズ２として、観光産業行政について、平成19年第

１回定例会において１回目の市政一般質問をいた

します。 

  １番、産業行政について。 

  ⑴観光産業の推進について。 

  ①那須塩原市は豊かな歴史と文化にはぐくまれ

た広大な土地に恵まれ、誇れる地域として観光宣

言をいたした市であります。効果的なアピールを

今後どのようにいたすのか伺います。 

  ②入湯税の徴収状況からかんがみますと、宿泊

客数の減少が認められます。この改善策について

伺います。 

  ③本市全域に観光を推進するために、交通の利

便性が必要と考えます。定期バスの運行が減少し

ている中、今後の方策について伺います。 

  ④福島空港を利用しての本市観光振興策につい

てどうとらえているか、前回の一般質問で伺いま
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した。答弁では、効果が少ないということだけで

したが、何が原因かを調査していただいたか伺い

ます。 

  ⑵観光と農畜産品との連携について。 

  ①観光産業は、地場の特産品の消費拡大を担う

ことができます。行政では、連携をどのように進

めていただけるのか伺います。 

  ⑶新設予定のショッピングモールについて。 

  ①既存の商店街についての対策をお伺いいたし

ます。 

  ②アウトレットモールと伺いましたが、名称に

疑問を持ちます。事業主さんとのお話し合いにつ

いて伺います。 

  以上のことが第１回目の質問でございます。よ

ろしくどうぞお願いをいたします。 

○議長（髙久武男君） ２番、岡部瑞穂君の質問に

対し、答弁を求めます。 

  市長。 

〔市長 栗川 仁君登壇〕 

○市長（栗川 仁君） ２番、岡部瑞穂議員の市政

一般質問にお答えをいたします。 

  １の産業行政の中での観光産業の推進について

お答えをいたします。 

  ①の豊かな歴史と文化にはぐくまれた広大な土

地に恵まれた誇れる地域としての効果的なアピー

ルを今後どのようにするのかというご質問にお答

えをいたします。 

  市といたしましては、県や各市町と、さらには

観光協会等との連携をし、やすらぎの栃木路を初

めとする観光宣伝事業を県内はもとより、首都圏、

東京を初め、九州や近畿、さらには東北などを中

心に観光キャンペーンを実施をしてまいりました

が、今後もこれらを引き続き実施していくととも

に、観光の国際化に向けましても、これまでの取

り組み同様、韓国、中国、台湾、香港などへの観

光キャンペーンを中心に、国の進めるビジット・

ジャパン・キャンペーンにあわせて県や各観光関

係機関と連携を深めながら実施をしてまいりたい

と考えております。 

  次に、②の入湯税の徴収状況から見た宿泊客の

減少の改善策についてのご質問にお答えをいたし

ます。 

  平成18年度の宿泊客数につきましては、まだ明

確な数字は把握ができておりませんが、減少傾向

にあることは予想されるところであります。なお、

入り込み客数につきましては、前年に比べて横ば

い傾向となっております。 

  また、宿泊客減少の改善策はとのご質問であり

ますが、各種イベントや宣伝活動の継続的な実施、

関係機関や観光関連団体との連携協働による新た

な商品の研究・検討も含め、お客さんのニーズに

合った取り組みの創出など粘り強く展開できるよ

う、各観光団体を支援してまいりたいと考えてお

ります。 

  次に、③の定期バスの運行が減少している中で

観光を推進するための交通の利便性が必要と。今

後の対策はとの質問にお答えをいたします。 

  現在、ＪＲバス関東を初めとする民間会社が定

期バスの運行を行っておりますが、利用客の減少

により運行回数の縮減をされているところであり

ます。市といたしましては、市全体の交通網を考

慮しながら市民の足を確保するための市営バスの

運行計画を策定し、それらの実現に向け努力をし

ておりますが、観光振興に配慮したバスの運行計

画につきましては、まだ具体的には進めていない

状況であります。 

  市内観光拠点のネットワークの構築等につきま

しては、これからの観光振興を図っていくための

大きな課題の一つであると認識をいたしておりま

す。 
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  次に、④の12月議会での福島空港からのバスの

運行は効果が少ないとの答弁に対するその後の原

因調査についてのご質問にお答えをいたします。 

  12月議会でもお答え申し上げましたとおり、

国・県などと実施した実証実験の経過などを踏ま

えますと、関西、中部などからの本県への観光ニ

ーズはまだまだ低い状況であったことから、継続

運行が難しいとの見解を申し上げたところであり

ます。今後は団塊の世代が定年を迎えることから、

余暇活動への参入など、消費事情の拡大が期待さ

れますので、これらをターゲットに見据えながら

各観光団体と連携し、本県内の観光地とのネット

ワークの確立など、より一層の魅力の創出を図り

ながら観光ニーズの高まりが醸成できるよう努力

をしてまいりたいと考えております。 

  このほかにつきましては、産業観光部長より答

弁をいたさせます。 

○議長（髙久武男君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（田代 仁君） それでは、私から

は⑵と⑶についてお答えをいたします。 

  最初に、⑵の観光と農畜産品との連携について

にお答えをいたします。 

  本市を訪れる多くの観光客の方々に対し、地元

で生産された特産品や農畜産物を少しでも多く提

供することができれば、生産農家はもとより、取

り扱う観光産業従事者にとっても産業の振興に結

びつくものと考えております。このため、市では

道の駅「アグリパル塩原」や「明治の森黒磯」な

どにおいて地元の特産品や農畜産物を販売し、

「塩原もの語り館」のレストランでは地元の野菜

を使った食事を提供して消費拡大を図っていると

ころでございます。今後は行政、生産者、観光産

業事業者などが連携をさらに深めてまいりまして、

地元の特産品の開発や農畜産物の消費拡大を推進

していきたいと考えております。 

  次に、⑶の新設予定のショッピングモールにつ

いてお答えをいたします。 

  初めに、既存の商店街についての対策でござい

ますが、アウトレットモールが取り扱う商品につ

きましては、地元商店と競合する部分が少ないの

で、大きな影響はこうむらないと考えております。 

なお、19年度から商工会を主体に商工業、農業、

観光業が連携した地域活性化事業を計画しており、

これによりモールの利用客を既存の商店街に誘導

できれば活性化につながるものと考えております。

今後、商工会など関係団体や地元の商店街ととも

に商店街の魅力創出と地場産品のＰＲに努めてま

いりたいと思います。 

  次に、アウトレットモールの名称についてでご

ざいますが、基本的には事業者が決めるものであ

り、設置する地域や周辺環境、業態などを踏まえ

て、現段階では、仮称ではありますが那須ガーデ

ンアウトレットという名称が事業者から示されて

おります。 

  以上でございます。 

○議長（髙久武男君） ２番、岡部瑞穂君。 

○２番（岡部瑞穂君） 前向きなご答弁をいただき、

ありがとうございました。 

  それでは、再質問をさせていただきます。 

  まず第１に、観光産業の推進について、①この

アピールということは非常に奥深くて、そして難

しい問題だと思います。一つ間違えれば、悪い形

でアピールになる可能性もある。それから、いい

方向にいけば、それが全国的に認知していただけ

るような知名度にもつながる。ですから、大切に

していかなければならないと思います。 

  それで、私は観光産業に長く携わっておりまし

た一人として、２カ月間お越しいただくお客様方

に聞き取り調査をさせていただきました。那須塩
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原市の知名度は、合併２年を経て、いまだ那須高

原と塩原温泉と考えられているように思われます。

先般、やすらぎの栃木路のキャンペーンに板室温

泉のおかみ３人と私とが本市より参加をいたしま

した。大手旅行代理店さんのごあいさつの折、送

客別実績を伺いました。１位は静岡県、２位は群

馬県、３位が栃木県とのことでした。そして、そ

のとき、あわせて大丸デパートでは栃木の農産物、

イチゴが非常に多岐にわたる使用方法でプレゼン

テーションされておりました。ちなみに、茨城県

は高島屋デパートにてなさっていらっしゃいまし

た。このように、宣伝というのはどこでも一生懸

命やっておりまして、観光地につきましては日本

のトップを行っておりますのが草津温泉です。ど

この県も一生懸命なさっていらっしゃるわけです

が、いかに草津温泉が日本一になるために努力を

なさっていたかということがはかり知れます。 

広大な土地に豊富な水と澄んだ空気、住みよい

環境にあわせ、良質な農畜林生産地である本市を

効果的にアピールするためには、旧１市２町の観

光協会が統一することが最善と考えていますが、

今後行政はどのようにお考えか伺います。 

  また、統一の方向であれば、その目標年度をお

教えいただきたいと思います。 

○議長（髙久武男君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（田代 仁君） 観光協会の統合に

つきましては、それぞれの観光協会の中で今、検

討中でございます。行政の方でそこへ口を挟む状

況では今はないのですが、内容的には今、準備段

階ということでございます。 

  以上でございます。 

○議長（髙久武男君） ２番、岡部瑞穂君。 

○２番（岡部瑞穂君） 一日も早く達成していただ

くことを望みます。 

  次に、全市の案内パンフレットができるとか、

できたとかということも耳にいたしますが、知名

度を高める方法としてどういうようなお考えがあ

るかお教えください。 

○議長（髙久武男君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（田代 仁君） 合併してからの那

須塩原市全体の総合観光パンフレットにつきまし

ては、いろいろ内容を検討するのに時間がかかっ

たわけなんですけれども、18年度の予算で３月末

で、今校正の段階ですが、総合的なパンフレット

ができる状態であります。 

  以上でございます。 

○議長（髙久武男君） ２番、岡部瑞穂君。 

○２番（岡部瑞穂君） いろいろとご検討していた

だいているようでございます。 

  効果的に多くの方々の目にとまる方法として、

東北新幹線の座席ポケットに設置してある冊子

「トランヴェール」を皆様ご存じだと思います。

株式会社ＪＲ東日本営業部と広報について連携を

すれば、那須塩原市を「トランヴェール」に掲載

していただけるのではないかと思います。事前の

話し合いもしておりますので、行政の熱意のある

後押しが必要ですので、よろしくどうぞお願いい

たします。このことにより不特定多数の方々への

本市全域を広報するよい機会だと思いますので、

行政のお考えをお伺いいたします。 

○議長（髙久武男君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（田代 仁君） この件につきまし

ては、塩原の観光協会で今動いております。ＪＲ

等とのお話し合いを持っておりますので、もしＪ

Ｒの方からの了解が得られれば、そのような方向

で、今、塩原の観光協会の方で進めている状況で

ございます。 

  以上でございます。 

○議長（髙久武男君） ２番、岡部瑞穂君。 

○２番（岡部瑞穂君） 那須塩原市としても応分の
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協力が必要だと思いますが、実現に向けるように

よろしくどうぞお願いをいたします。 

  次に、②入湯税から見る宿泊客の減少について

の再質問をさせていただきます。 

  観光産業は、旅行エージェントと観光地との両

輪の関係にあります。もちろん業界の中には難し

い問題も含まれますが、口コミ、インターネット

等もおろそかにできません。少ない観光振興のた

めの予算を効果的に使い、その結果を検証し、次

年度の参考といたさねばならないと考えます。そ

こで、ビジター、お客様に本市での滞留時間を長

く持っていただき、宿泊につながるような行事の

創設を各地観光協会が考えられているか、その計

画事例を伺います。 

○議長（髙久武男君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（田代 仁君） 先ほどご答弁申し

ました中にありましたように、いずれにしても、

これから団塊の世代等の方を対象にした場合には、

ある程度の滞留等の宿泊が見込まれるということ

も考えますので、先ほど答弁の中にありました観

光のネットワーク、それに塩原へ宿泊されても板

室温泉との交通の行き来ができるとか、そういう

のも今後は検討していく必要があると思います。 

  以上でございます。 

○議長（髙久武男君） ２番、岡部瑞穂君。 

○２番（岡部瑞穂君） すみません、ちょっと質問

内容が、昨年以外の行事の中でということでお伺

いしたいと思うんです。同じ行事、恒例行事をや

ったのでは実績はやはり同じだと思うんです。で

すから、こういうことが観光協会のお話し合いの

中で出ているかどうか、考えられているかどうか、

こういうことをお伺いをしたいと思います。 

○議長（髙久武男君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（田代 仁君） 今の段階では各観

光協会のそのような状況とお話等はつかんでおり

ませんので、ご答弁はできません。 

  以上でございます。 

○議長（髙久武男君） ２番、岡部瑞穂君。 

○２番（岡部瑞穂君） アピールというのは、より

早くに効果的にいたさなければなりませんので、

各観光協会の方にはなるべく早く事業計画を出し

ていただくようにお勧めをいただきたいと思いま

す。 

  続きまして、②について再質問をさせていただ

きます。 

  観光の推進を図るために黒磯地区、西那須野地

区、塩原地区に多くの公営の観光施設があります。

その管理費合計は莫大な額になっております。営

業いたしている施設は企業会計方式をとっていた

だき、年に２回参考資料としてご提示いただける

か否かお伺いをいたします。 

  このことに関しては、ほんの一部、早乙女議員

がちょっと質問をしていらっしゃいましたが、私

は全体、それぞれの施設が企業会計方式で提示を

していただくことがよろしいんじゃないかと思い

ますので、お願いをいたします。 

○議長（髙久武男君） 通告範囲をちょっと超えて

いますので答弁はいかがなものかと思うんですけ

れども、もっと通告範囲内に戻って質問願いたい

と思います。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（田代 仁君） ただいま議員が申

し上げましたそういう施設と、例えば農業関連で

いいますと、いろいろの産直とか、それをやって

いる団体があります。そういう団体に対して企業

会計方式の決算をやるとかいうのは、なかなか難

しい面もあろうと思いますが、そこら辺は十分に

今後研究していきたいと考えております。 

  以上でございます。 
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○議長（髙久武男君） ２番、岡部瑞穂君。 

○２番（岡部瑞穂君） 続きまして、那須塩原市に

は誇れる会議用公共施設、スポーツ施設、文化施

設等があります。各施設を有効に活用するために、

行政は各種大会、会議等の誘致に力を注いでいる

と思いますので、19年度の決定事項を伺います。 

○議長（髙久武男君） 岡部議員に申し上げます。

これは通告のなされていない範囲になっておりま

すので、通告に従ってご質問願いたいと思います。 

  ２番、岡部瑞穂君。 

○２番（岡部瑞穂君） 今、議長からご注意いただ

いたんですが、②は入湯税の徴収状況からかんが

みますと、宿泊客数の減少が認められます。この

改善策ということの中で、このことが、例えば関

東大会ですとかなんとかということが誘致されて

いれば、当然宿泊のお客様もふえるわけですので、

横の連携を密にしていただきながら全体の宿泊客

数の減少の歯どめにしていただきたいなと、こう

いうふうに思いまして質問をいたしたものですか

ら、筋からは外れていないと思います。 

○議長（髙久武男君） 教育部長、答弁をいただき

ます。 

○教育部長（君島富夫君） ご指摘の関係で、１つ

来年度予定をしておるものがあります。関東体育

指導員の研修会といいますか、大会が本市で行わ

れる予定になっております。その宿泊については

当市の温泉地をぜひ充てていきたいというふうに

考えております。 

○議長（髙久武男君） ２番、岡部瑞穂君。 

○２番（岡部瑞穂君） ありがとうございます。よ

ろしくどうぞお願いをいたします。 

  続きまして、③本市全域に観光を推進するため

に交通の利便性が必要と考えますという再質問を

させていただきます。 

  本市にはＪＲ東北本線、東北新幹線で３駅ござ

います。ただし、バス路線は運行が減少しており、

ご来客の利便性を向上させるために観光施設循環

バス等があればいいなと。また、必要と考えます。

行政のお考えを伺います。 

○議長（髙久武男君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（田代 仁君） お答えをいたしま

す。 

  確かに、ＪＲバスの塩原本線の運行回数は16年

度あたりから比較しますと、ふえているのは１路

線あるわけなんですけれども、ほとんどの線が減

少になっているというのが実情でございます。ま

た、ＪＲと東野交通バスの運行回数等につきまし

ても１路線は16年度から比較しますとふえている

路線があるわけなんですけれども、ほとんどの路

線が減っているというのが現在の状況だと思いま

す。これからのこういった運行につきましては、

先ほどご答弁申し上げましたとおり、今後十分に

検討していきたいと、このように考えております。 

  以上でございます。 

○議長（髙久武男君） ２番、岡部瑞穂君。 

○２番（岡部瑞穂君） そのことで反省事項の１つ

がございます。 

  昨年度、塩原温泉は開湯1200年と市を挙げての

大祭をやってくださいました。その中で、先ほど

両輪と話しました旅行大手さんとお話をしていく

中で、送客に対してレールから那須塩原温泉まで

行くバスのジョイントがよくないと。これが解決

しないことには送客をより一層するというふうな

方向にいかないということで、最終的には４軒の

旅館でバスを運行するという結果を持ちました。

でき得ることであるならば、市の大祭に対しまし

ては、でき得る限りバスの方の運行も考えていた

だきませんとお客様への便利ということにはなら

ないと思いますので、よろしくお願いいたします。 

  続きまして、レールの利便性について。 
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  那須塩原市は、ＪＲでは那須塩原駅と３駅があ

ります。路線は違うんですが、上三依塩原という

のは福島県を通っております。塩原温泉にとりま

しては、もう一方の玄関口であります。ことし野

岩線は開通20周年、ＪＲ乗り入れ２年目に当たり、

野岩線会津田島駅までの利用度を向上させたいと

の意向を国土交通地域活性化委員会のメンバーの

方よりお話がありました。那須塩原市の行政のご

協力を得たいとのことでした。もう既に産業観光

部長はご承知のことと思いますが、お考えを伺い

ます。 

○議長（髙久武男君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（田代 仁君） 現在、上三依関係

の塩原温泉等の連絡等につきましては、６往復の

バスが路線を今走っている状況になっています。

これらの上三依におりる乗降客等を考えますと、

現在のこの路線の数等で現在は十分であるとは考

えております。塩原の日光市の方からの入り口と

いうことになるものですから、今後そこら辺は十

分に検討していきたい、このように考えておりま

す。 

○議長（髙久武男君） ２番、岡部瑞穂君。 

○２番（岡部瑞穂君） いずれまたお話が進むと思

いますので、ご考慮の中に入れておいていただき

たいと思います。 

  ４番目の福島空港の利用ですが…… 

○議長（髙久武男君） 失礼します。ここで昼食の

ため休憩いたします。 

  午後１時、会議を開きます。 

 

休憩 午後 零時 

 

再開 午後 １時００分 

 

○議長（髙久武男君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

  ２番、岡部瑞穂君。 

○２番（岡部瑞穂君） 観光産業の推進についての

④福島空港を利用しての本市観光振興策について。

これにつきましては、市長さんから大変心強い答

弁をいただいておりますので、私は１、２、３の

ことを踏まえましてお話をさせていただきまして、

進捗状況につきましてはシリーズ３の次回に質問

をさせていただきます。 

  まず、観光産業は陸海空路の三拍子そろった地

域から発展すると言われております。幸いにも那

須塩原市にはそのうちの２点、陸路と、近県に空

路があります。空路に関しては余り利用されてお

りませんので、今後福島県との話し合いに一層の

ご尽力をいただきたいと思います。 

  ２番目に、静岡空港建設のテレビ報道がござい

ました。その中で福島空港の稼働率が50％程度と

の例が出ました。先細りの感じを受け、寂しく思

いました。発展いたすよう行政力を発揮していた

だき、観光産業の推進につなげていただけたらと

思います。 

  ３番目に、国会等移転の話が那須塩原市に進め

ば、利用度は飛躍的に伸びると考えられます。国

会等移転は閣議決定をいたした案件です。移転に

向け、行政のリーダーシップをより一層高め、熱

意を盛り上げていただきたいと思います。 

  これで⑴観光産業の推進についてを終了いたし

ますが、何を言ってもキーポイントはアピールと

いうことです。いい形でアピールしていけば、こ

れは那須塩原市の名前も誇りも満足するようない

い状況になるでしょうが、そうでない場合、悪い

部分だけが心に残ります。 

  実は、ここに東北の観光を興すということが新

聞紙上に出て、誘客への提言ということでシリー

ズで出ております。それぞれが観光を推進するた
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めに頑張っているということが、その地域地域の

特色を生かして書かれておる。こういうことがメ

ディアにシリーズで載るということは、やはりい

い印象がお客様につながるのではないかなと。 

  旅行というのは、まず安全で安心な場所に行こ

うとどなたも思うと思うんです。それから、美し

くてきれいなところに行こうと思うと思うんです。

そして、そこにいらっしゃる人たちが優しいかど

うか、自分たちによい思い出を迎えてくれるかど

うかということを味わうために出かけると思うん

です。ですけれども、今現在メディアを見ますと、

悲しいこと、怖いこと、そういうことが比較的多

く載りますので、きょうも報道関係の方がお見え

であられると思いますが、ぜひとも那須塩原市の

いいところを十二分に出していただきたい。 

  栃木県は、特に足利銀行さんが国営化になり、

観光地産業というものがまず最初に不良債権化と

いうことで大きくメディアに載りました。幾らか

薄れたかなと思うと、また載り、つい２日ほど前

にも大変老舗の旅館さんのことが出ました。私は

同業として非常に心痛く思います。これは整理回

収機構さんが、自分たちがやっていることがこう

いう形でいいことで残っているということであっ

て、残したんだというアピールのように私は受け

とめました。ですけれども、旅行を企画している

人はどうでしょうか。一体あそこの旅館さんに行

ったらどうだろう、前のような同じようなサービ

スが受けられるだろうか、あるいは、その人が待

っていてくださるだろうか、いろいろと疑問を持

ちながら、このことがずっと続いて栃木県の観光

は衰退したことの一つの要因であると思います。

市庁舎の３階には広報部という課もおありのよう

ですので、できるだけよいニュースが全体に流れ

るように配慮をしていただき、悪いことは、そう

でなくても当事者はつらく思っているんですから、

よいことをどんどん広めて、那須塩原市、ひいて

は栃木県は非常にいいところだという、あそこに

いると人間性まで高まるんだというような地域に

していただくような報道のあり方を考えていただ

きたいと思います。 

  続きまして、⑵観光と農畜産品との連携につい

て。 

  こちらも部長さんの方から明確なご返答をいた

だきました。本市の生産物の消費は、首都圏に近

いため、比較的苦労がなく需要供給のバランスを

とっていますが、グローバル化が進みますと、現

状に安閑とはしていられないと思います。 

  そこで、まず地元を優先して消費する流通経路

をどのように構築すればよいか伺います。 

○議長（髙久武男君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（田代 仁君） お答えをいたしま

す。 

  先ほど答弁の中に申し上げましたとおり、地元

産の流通等についてはいろいろあるわけなんです

けれども、一番大きく言えば農協系統を通して流

通する系統と、あと那須塩原市には市場がござい

ますので、そこら辺で流通する系統と、系統はい

ろいろあると思います。それぞれの系統で努力を

して農産物の流通はやっていると思います。そこ

ら辺で、今後もそこら辺について今までやってい

ること等を十分に検討しながら今後もやっていき

たいと、そのように思っております。 

  以上でございます。 

○議長（髙久武男君） ２番、岡部瑞穂君。 

○２番（岡部瑞穂君） よろしくどうぞお願いいた

します。 

  ２番目に、特産品の地産地消からブランド化を

生み出すことも可能だと思います。ブランド化に

したい商品はもう既にお決まりでしょうか、伺い
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ます。 

○議長（髙久武男君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（田代 仁君） 幾つかの農産物は

いろいろあるわけなんですけれども、その中でＪ

Ａなすのが地域ブランドとして登録を申請をして

います那須和牛が地域ブランドとして去年申請を

しておりますが、まだ国の方から認められており

ませんが、８月ごろには認可がされるんじゃない

かという状況になっております。それ以外にも、

今現在取り組んでおります夏秋イチゴ等いろいろ

農産物はあるわけで、そこら辺を今後ブランド化

に向けてやっていけるものがあれば、そこら辺で

ブランド化を図っていきたいと、そのように考え

ております。 

  以上です。 

○議長（髙久武男君） ２番、岡部瑞穂君。 

○２番（岡部瑞穂君） 首都圏に近いだけに効果が

大変上がると思いますので、双方して研究、研さ

んの土壌に立ちたいと、かように思っております。 

  次に、新設予定のショッピングモールについて

お伺いをいたします。 

  東那須工業団地に新設されますショッピングモ

ール、旧黒磯市の商業経済圏が飛躍的に広がると

思います。市の経済の発展に望ましいことですが、

今までの事例を見ますと、一方が盛んになります

と既存の商店街のにぎわいが薄れます。大きな要

因の一つに駐車場の問題があると思います。その

ことについてお伺いをいたします。どのように考

えていらっしゃいますでしょうか。 

○議長（髙久武男君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（田代 仁君） お答えをいたしま

す。 

  先ほど私の方から答弁したとおりでございます。 

  以上でございます。 

○議長（髙久武男君） ２番、岡部瑞穂君。 

○２番（岡部瑞穂君） 十二分に先行きのことはお

考えをいただいているようでございますが、続き

まして、ショッピングモールということで私は書

きましたけれども、行政の資料もアウトレットモ

ールと。先ほどもアウトレットというふうにご説

明をいただいたような気がしますが、アウトレッ

トモールというのはアメリカから出た言葉ですけ

れども、出口はけ口という意味でメーカーや自社

の売れ残り品や規格外の品物を格安で販売をする

と。日本では埼玉県のふじみ野市を皮切りに各地

でモールが開催をされました。そのときの消費動

向とマッチをしていたんだと思いますが、そこで、

十幾年たちました東那須の工業団地もアウトレッ

トモールとしてこれからオープンまで行政として

は言っていくのだか。 

  このアウトレットモールということの意味をか

なりの人がもうわかっております。現に、経済用

語の辞典というんでしょうかにも説明文として書

かれております。決して新しい言葉ではないよう

に感じます。この近くの方はアウトレットモール

というのがあるから、軽井沢だ、佐野だと思うか

もしれませんが、観光をも誘致するということが

以前に言われましたので、埼玉、東京、首都圏の

方はこの言葉に対してはかえって違和感を感じて、

観光の拠点になるかどうかはわかりません。 

  それで、オープンするまで旧商店街と新設モー

ルとの商品構成について独自性を出すことが大切

だと思います。商工会を中心にお話し合われる状

況がもう出ていると思いますが、いかがでござい

ますか伺います。 

○議長（髙久武男君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（田代 仁君） お答えをいたしま

す。 

  この件につきましても、先ほど私の答弁の中か

ら若干触れてあると思いますが、19年度から商工
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会を主体にしまして商工業、農業、観光業が連携

した地域活性化事業を計画をして、19年度の予算

にも計上しております。そこら辺の事業を進めな

がら、特にこのアウトレットモール等ができた場

合に、お客が相当こちらへ流れてくるわけです。

それらのお客をいかに市内の商店街に流すかとい

うような事業がこの主な事業ですが、それらの事

業が商工会で19年度から実施されるようになって

おりますので、それらの事業の中で十分検討して

いきたいと、そのように考えております。 

  以上でございます。 

○議長（髙久武男君） ２番、岡部瑞穂君。 

○２番（岡部瑞穂君） 最後になりますけれども、

最近のモールにつきましては何々市ショッピング

モールとか何とかショッピングモールというよう

な形でどんどん変わっていっておりますのが現状

です。過去に戻るのでなく、これから先、10年、

15年後がそこの地域、どのように商店街として発

展するかということまで考えた行政指導をし、ま

た資本投下をなさられる事業主の方ともこの点に

つきましてよくお話をしていただきたいと。そう

でないと、でき上がったはいいわ、結局少し古い

もののまねをしたというような形になったのでは

もったいないんじゃないかなと、かように思いま

すので、心して皆さんの意見を聞きながら進めて

いっていただけたらと思います。 

  これをもちまして私のすべての質問を終わりに

したいと思います。ありがとうございました。 

○議長（髙久武男君） 以上で、２番、岡部瑞穂君

の市政一般質問は終了いたしました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◇ 鈴 木   紀 君 

○議長（髙久武男君） 次に、６番、鈴木紀君。 

〔６番 鈴木 紀君登壇〕 

○６番（鈴木 紀君） こんにちは。議席番号６番、

鈴木紀です。通告の順に従いまして一般質問をさ

せていただきます。 

  １、環境行政について。 

  ⑴那須塩原市総合計画の基本計画に盛り込まれ

ているまちづくり大綱の中に、自然と共生するま

ちづくりがあります。１、自然環境の保全・活用、

２、清潔で美しい地域づくり、３、地球環境の保

全、４、計画的な土地利用の推進等があります。

これらの観点からお尋ねをしたいと思います。 

  本市は、北に那須連山を仰ぎ、東に那珂川、西

に箒川と、南に広大な那須野が原の台地が広がり、

関東平野とつながる自然豊かな美しい景観を誇れ

る地域が本市であります。また、四季折々の楽し

さを満喫させていただけるのもこの自然豊かな那

須塩原市と自負しているのは、私一人だけではな

いと思います。平成19年度の市長の市政運営につ

いて、所信表明の中にあります本市の将来像とし

て「人と自然がふれあう やすらぎのまち 那須

塩原」を実現するために、これから10年間のまち

づくりの羅針盤で、すべての基本であり、これに

基づいて実施されるとあります。このすばらしい

スローガンができ上がったのも、自然環境がすば

らしいことは、とりもなおさず大切にしようとす

る人がそこに住んでいるからではないでしょうか。

まさに、それは自然も住んでいる人も一体感があ

るものと思います。 

  とはいうものの、そのすばらしい自然豊かな地

域が、近年、不法投棄や数多くの産業廃棄物処理

場が設置され、多量の産業廃棄物が持ち込まれて

いることは非常に残念なことであります。せっか

くの本州一の牛乳生産地が泣くことになってしま

います。自然環境がすばらしいからこそ、牛の育

つ環境もいいのではないでしょうか。また、そう
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いうよい環境が破壊されていくのは非常に耐えが

たいものであります。自然豊かな景観も損なわれ

るのも、非常に許しがたいものを感じます。 

  基本計画にある、１として自然環境の保全・活

用にあります恵まれた環境は、自然特有の財産と

して生活に潤いや安らぎをもたらし、行政や市民、

事業者が協働して自然と共生する地域づくりを推

進する必要があるとうたっております。さらには、

目指す方向として、計画的な自然環境の保全とも

あります。 

  また、２は清潔で美しい地域づくりとあります

が、現状では不法投棄や野外焼却などの廃棄物の

不適正処理が依然として後を絶たず、景観や自然

環境への悪影響が懸念されるとあり、監視体制の

強化等を述べております。 

  ３は地球環境の保全とあり、ごみの排出量の増

加から、ごみの減量・リサイクル化を推進して地

球温暖化防止への取り組みをうたっております。 

  ４として、計画的な土地利用の推進があります

が、この中では用途地域以外の規制の緩い地域や

規制のかからない地域で無秩序な土地の開発が行

われており、平地林の伐採や農地転用などにより

市の特色である街道景観や田園風景が損なわれつ

つあります。そこで、自然環境や景観に配慮した

土地利用を計画的に推進し、地域の特性を生かし、

きめ細かな規制と誘導を行う必要がありますとも

うたっております。 

  しかし、高速道をおりた途端に案内看板が非常

に目立ちます。確かに、案内看板は必要とは思い

ますが、お客様がせっかくお金をかけ、観光を楽

しみに来ていただいた満足感はどこにあるのでし

ょうか。そこにあるのは、観光地の接する人たち

の笑顔であり、親切心のある思いやりの言葉では

ないでしょうか。そこに旅のすてきな思い出が残

り、またあそこに行こうという気になるのではな

いかと思います。 

  最近は、旅の楽しみ方も心の安らぎを求める旅

がふえていると言われています。２年前ですが、

当時の名称は「那須大学」でしたが、ある芸能人

のシンポジウムがありました。若い女性の方です

が、那須に遊びに来たときに那須の人と触れ合い、

とても楽しい時を過ごしたのだと思います。那須

の地がとても好きになり、それが縁で別荘を持ち、

ホームページを立ち上げ、そこで那須のよいとこ

ろを発信していると話をしていました。というこ

とは、そこに住んでいる人の人間性が重要になる

ということではないでしょうか。根本を変えない

で表面だけ繕っても、あきられてしまうというこ

とだと思います。 

  先日も、タクシー運転手の接客講習ということ

で報道されていましたが、乗客の大半は一度きり

の利用のため、運転手のサービスが低下しやすい

傾向にある。講習を通して質の向上を図るのが目

的とありました。 

  また、情報発信基地としての役割が道の駅の存

在になります。たくさんの人が道の駅を利用する

わけですから、観光案内所の充実も重要なポイン

トになるのではないでしょうか。 

  また、数年後には、市が要望している（仮称）

黒磯板室インターの開通により、那須、板室、塩

原と観光施設へのアクセス、また上郷屋工業団地

も近くにあります。さらにはアウトレットのオー

プンとなれば、これらのアクセス、利便性からし

ても、このインターの利用度はかなり高いと私は

予想をしています。当然、かなりの人が観光ルー

トとしてこのインターを利用することになれば、

那須塩原駅前の東那須野大通り線から大田原高林

線、そして矢板那須線、通称那須塩原横断道路と、

これらの沿線に案内看板を立てられるおそれがあ

ります。本市の財産であるこの自然豊かな景観が

－151－ 



損なわれる心配があります。また、本市において

の玄関口でもあり、那須ご用邸ご利用の天皇陛下

ご一家もご利用される那須塩原駅でもあります。

この駅をおりたときの那須連山のすばらしい景観

をごらんになり、さらには那須ご用邸までの道の

りも楽しみにしているのではないかとも拝察され

ます。これらのことも含め、これらの沿線の案内

看板に対して今後どのように取り組んでいくのか

お伺いいたします。 

  次に、２、教育行政について。 

  ⑴学校給食における食物アレルギーへの対応に

ついてお伺いいたします。 

  ことしは例年になく暖冬であったために、いつ

もより早く花粉の飛ぶ季節になりました。花粉症

で悩む人は年々多くなっております。目がかゆく

なり、涙もとまらず、毎年大変な思いをするとお

聞きしています。また、かゆくてたまらないアト

ピー性皮膚炎に苦しむお子さんとか、食べ物で激

しいショック症状を起こす子供などを含め、アレ

ルギー疾患で苦しむ人は、３人に１人は何らかの

アレルギー疾患を持つとも言われています。また、

花粉症も小児が増加しているとの報告もあるよう

です。 

  中でも深刻な問題とされている食物アレルギー

は、乳幼児を中心に増加の傾向にあり、子供や親

にとって、本来栄養となるべき食物が逆に体に異

常を来し、楽しいはずの食事が異常に神経を過敏

にさせ、大変大きな心の負担があります。アレル

ギーの急性症状での死亡例もあるようですが、ア

レルギーの場合、これぐらいと思っても、当人に

とっては命に及ぶこともあります。周囲が正しい

知識を持って接していくことが必要であります。

特に、学校では給食が大きい問題になります。食

物アレルギーを持った子供がいる場合、親は学校

に申し出て、学校側と話し合うことになるだろう

と思いますが、本市においては現状どのような取

り組みをしているのでしょうか。 

  また、将来、学校給食に食物アレルギーの対応

のメニューを取り入れていく予定はあるのか。取

り入れていくのであれば、何年度を目標に取り入

れていくのかお尋ねいたします。 

  以上で１回目の質問を終了いたします。 

○議長（髙久武男君） ６番、鈴木紀君の質問に対

し、答弁を求めます。 

  市長。 

〔市長 栗川 仁君登壇〕 

○市長（栗川 仁君） ６番、鈴木紀議員の市政一

般質問にお答えをいたします。 

  １の環境行政についてお答えいたします。 

  （仮称）黒磯インターチェンジ及び（仮称）那

須ガーデンアウトレットの開設により、市道東那

須野大通り、主要地方道大田原高林線、主要地方

道矢板那須線などの沿線では、今後、景観が損な

われる可能性が高くなってくると予想されます。 

  これらの街道景観を守るための現行の制度とい

たしましては、県条例であるとちぎふるさと街道

景観条例と、栃木県屋外広告物条例があります。

栃木県では、これらの条例に基づき、街道沿線の

広告物の高さや大きさ、色彩、意匠、セットバッ

ク等の規制を行っているところであります。 

  今後、当市としては、平成20年度までに景観法

に基づく景観計画を策定し、市全体の景観方針を

定め、案内看板の意匠、色彩、高さ等の規制を検

討しながら、景観の保全を図ってまいりたいと考

えております。 

  このほかにつきましては、教育部長より答弁を

いたさせます。 

○議長（髙久武男君） 教育部長。 

○教育部長（君島富夫君） それでは、２番の教育

行政の学校給食における食物アレルギーの対応に
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ついてお答えを申し上げます。 

  食物アレルギーを有する児童生徒が学校生活を

円滑に送り、給食時間を楽しく過ごすことができ

るよう配慮することは、教育の一環として重要な

ことと考えております。また、食物アレルギー症

状は個人によっても違いがあり、症状によっては

生命の危険にもつながる場合もあり、慎重に対応

していくことが必要です。 

  昨年11月に、市内の小中学校の児童生徒を対象

に食物アレルギー実態調査を実施した結果、回答

者１万208名のうち、何らかの食物アレルギーが

あると答えた児童生徒は743名であり、全体の

7.28％の割合でありました。現在、牛乳アレルギ

ーを持つ児童生徒につきましては、牛乳の停止措

置をとっており、その他の食物アレルギーにつき

ましては、原材料配合表等、必要に応じて関係保

護者に配付をしております。 

  19年度には学校給食アレルギー対応検討班を設

置いたしまして、いわゆる除去食あるいは代替食

の提供、人員や設備の関係、学校、保護者、主治

医との連携等、詳細にわたって検討していくこと

になっております。また、西那須野学校給食共同

調理場の改築におきましては、食物アレルギー対

応の給食施設の設置も計画をしております。 

  今後、各調理場も含めて、段階的に内容を充実

させていきたいと、このように考えております。 

  以上です。 

○議長（髙久武男君） ６番、鈴木紀君。 

○６番（鈴木 紀君） では、順次再質問をしてい

きます。 

  先ほど市長のご答弁の中で、ふるさと街道条例

と屋外広告物条例ということなんですが、私の方

はちょっと視点を変えて質問をしたいと思うんで

すが、その景観計画を策定している19年と20年と、

そういう中でやっていると思うんですが、その景

観計画の内容と、またその中で規制をかけられる

のかどうか、それをひとつお聞かせください。 

○議長（髙久武男君） 建設部長。 

○建設部長（向井 明君） どういう内容で進めて

いくのかということと、規制はどうするのかとい

うことの質問でございますが、内容的には平成19

年度から２年をかけまして、景観法に基づく景観

計画を策定する中で、景観計画の区域、それから

良好な環境の形成に関する方針、また良好な景観

の形成のための行為の制限に関する事項等を計画

の中に定めていくという考えでおります。 

  また、規制におきましても、先ほど市長の答弁

の中にもございましたが、とちぎふるさと街道景

観条例などの整合性を図りながら規制をかけてい

く、規制も定めていきたいというふうに考えてお

ります。 

○議長（髙久武男君） ６番、鈴木紀君。 

○６番（鈴木 紀君） 栃木県内では、景観行政団

体、景観行政団体というのは宇都宮、日光、小山、

那須町という４団体があるのはご承知だと思うん

ですが、本市においてこの景観行政団体の申請を

今後していくのかどうか。 

  ただ、景観行政団体というものの中身は、良好

な景観を形成するため景観計画を策定し、これに

基づいて建築物や看板のデザイン、色彩などの基

準を設定し、良好な景観の形成のため、必要な勧

告や命令ができるようになるということですから、

景観行政団体になって、できるだけこういった規

制もかけられるといいのかなと思います。 

  というのは、最近の宇都宮の新聞報道の中で、

良好な景観づくりに向けて、７割以上の人が景観

の規制を必要としているという、そういった記事

もありました。やはりそういう中でも、今言った

ように、宇都宮では景観行政団体であるにもかか

わらず、なかなか規制は厳しいという状況にもあ
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るわけですけれども、景観行政団体であれば、あ

る程度の規制はかけられるのかなというのと、ま

た、那須塩原市全体のイメージアップにもつなが

るんではないかなと私は思っています。 

  というのは、先ほど言ったように、産業廃棄物

の処理場がたくさんあるわけですから、そういっ

たダーティーイメージをできれば払拭できるよう

なクリーンイメージの方に役立つのではないかな

と思いますので、この申請をする計画はあるのか

どうか、お聞かせください。 

○議長（髙久武男君） 建設部長。 

○建設部長（向井 明君） 景観行政団体への移行

につきましては、景観計画が、先ほども申しまし

たが、２年でつくるということになりますので、

平成20年度景観計画が煮詰まった時点を目標に考

えております。 

○議長（髙久武男君） ６番、鈴木紀君。 

○６番（鈴木 紀君） それと、先ほど市長の方か

ら、とちぎふるさと街道景観条例という話もあり

ましたけれども、那須塩原沿線では那須街道、塩

原街道、那須塩原横断道路と県道湯本漆塚線の一

部が街道景観形成地区に指定されているというこ

とでありますけれども、那須塩原駅前の東那須野

大通りから大田原高林線の沿線地域をこの街道景

観形成地区に指定してもらうように申請はどうか

なと思うんですが、この点についてはいかがでし

ょう。 

○議長（髙久武男君） 建設部長。 

○建設部長（向井 明君） とちぎふるさと街道景

観条例の適用を大田原高林線にも適用するように

してはどうかというお話でございますが、街道景

観条例につきましては、過去において県に要望し

た経過がございます。その内容としましては、返

事で、そういったものにつきましては規制が若干

厳しい面がございます。そういったこともござい

まして、なかなか地権者の理解を得ることが難し

いということで、市においては景観計画を策定し

て対応願いたいというような回答を得た経過がご

ざいます。 

○議長（髙久武男君） ６番、鈴木紀君。 

○６番（鈴木 紀君） ということは、今後はこの

ふるさと街道景観の形成地区に指定していく、そ

ういう予定はないのかどうか。 

○議長（髙久武男君） 建設部長。 

○建設部長（向井 明君） 街道景観の方につきま

しては、その細かい規制とか、そういったものに

つきましては、あくまでも市道という形になりま

す。ですから、細かい規制とか、そういったもの

につきましては、先ほど申し上げました栃木県の

屋外広告物条例とか、そういったもので現実的に

は規制をしていくような状況にございます。そう

いったことで、県の方としてはとりあえず市の方

で景観法に基づく景観計画等をつくって、それで

対応していただければというふうに回答があった

ということでございます。 

○議長（髙久武男君） ６番、鈴木紀君。 

○６番（鈴木 紀君） わかりました。 

  あと、そこの中で、那須塩原市のシンボルロー

ドと言われるメーンになるのは、今もそうですが、

これからも将来的には那須塩原駅から駅前の通り

にずっとなっていくと思うんですが、それに関し

て、今も何らかの名称は確かについているとは思

うんですが、できることならもっと那須塩原市に

ふさわしい…… 

〔「大学通り」と言う人あり〕 

○６番（鈴木 紀君） 何かそうみたいですが、シ

ンボルロード的な名称の公募などは考えていただ

けるのかどうか、ひとつお聞きしたいと思います。 

○議長（髙久武男君） 建設部長。 

○建設部長（向井 明君） 大田原高林線のことだ
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と思いますが、大田原高林線の名称につきまして

は、さきに県において募集を行い、大学通りとい

う名称になっているかと思います。そういったこ

とで、当面、名称募集等の予定はございません。 

○議長（髙久武男君） ６番、鈴木紀君。 

○６番（鈴木 紀君） すみません。今もちょっと

後ろの方から、くすっと笑い声も聞こえたんです

が、何かできることならふさわしい街道の名前を

考えて公募していただければなと思いますので、

ひとつよろしくお願いしたいと思います。 

  あと、もう一つは、今まで現存するインター周

辺を見ますと、大変に、こう言っては何ですが、

やはりモーテル等が建設されている。そういう状

況にあると思うんですが、そういう中で、本市に

おいては特定行政庁という、そういうような規制

をかけられるものもあるものですから、そっちの

方から何とか規制をかけられるような、建物の設

置ができないような、またネオンサイン等々もや

はりあるわけですから、そういうところの規制も

どうかなと思うんですが、この点についてはいか

がでしょう。 

○議長（髙久武男君） 建設部長。 

○建設部長（向井 明君） 建物等の用途制限とい

うことでございますが、景観計画区域内におきま

しては、建築物の建築等届け出、あと勧告による

デザイン、色彩などについて、穏やかな規制を運

用することはできますが、建築物の用途制限につ

いては、都市計画法によります地区計画などの手

法がございます。そういったことで、この地区計

画につきましては、住民一人一人の生活に直接密

接につながるということから、今後、地域住民の

意見を聞きながら検討してまいりたいというふう

に考えております。 

○議長（髙久武男君） ６番、鈴木紀君。 

○６番（鈴木 紀君） わかりました。 

  あと、既に一部の道路なんですが、もう案内看

板等も立っているところが見受けられるものです

から、できるだけ早い時期に何らかの規制をかけ

ていただければ、先ほども言いましたように、那

須塩原市としてのイメージアップにつながるので

はないかなと思いますので、ひとつよろしくお願

いしたいと思います。 

  次に、２番の食物アレルギーの方に移らせても

らいます。 

  先ほどの中で、牛乳等の対応をしているという

答弁があったと思うんですが、この牛乳対応とい

うか、お弁当といいますか、743名というものは、

牛乳ですべてを補っているのではないと思うんで

すが、現在の中で牛乳の代替といいますか、牛乳

を提供していない人数は、わかる範囲内で結構で

すから、参考として教えていただきたいと思いま

す。 

○議長（髙久武男君） 教育部長。 

○教育部長（君島富夫君） 小中合わせて44名にな

ります。 

○議長（髙久武男君） ６番、鈴木紀君。 

○６番（鈴木 紀君） ありがとうございます。44

名ということですね。 

  長野県の松本市なんですが、ここは平成11年１

月から個々の症状に応じたアレルギー対応食を提

供しているということで、平成18年度現在で生徒

数が１万7,265人、小中高で35校と。17年度アレ

ルギー対応食が58人なんですね。そういう中、私

ども公明クラブは、昨年、秋田県の大仙市の方に

食育の実習を受けようということで実習に行きま

した。 

  その折にお聞きしたんですが、大仙市は旧８市

町村が合併して、人口約９万5,000ということと、

平成17年３月に誕生したということで、本市と２

カ月しか変わらない新市なんですが、食育につい
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ては、昨年の新年号なんですが、その中で、食育

を特集で組むぐらいに力を入れている市なんです。

その中で、やはり学校給食センターの取り組み、

そしてアレルギー児の献立、除去食なんですが、

対応が取り入れてあると。そこの生徒数が約

8,000人の中で、対応食生徒数が７人ということ

です。そういう中で、食物アレルギーの原因の食

品、アレルゲンというんですが、そうは変わりは

ないと思うんですが、松本市におけると大体生徒

数からいくと0.34％、また大仙市においては

0.09％というような数字なんですが、また全国平

均で見ると1.3％ぐらいのアレルギー対応食をと

っているというデータがあります。 

  そういう中でいうと、本市においては生徒数が

１万1,731人ということですから、約11人から39

人、多くて150人前後なのかなと思うんです。そ

ういう中で、学校給食マニュアルというものを作

成するのが先決だと思うんです。そういう中で、

作成の計画は進んでいるのかどうか。また、いつ

ごろを目標につくろうとしているのか、ちょっと

お聞かせください。 

○議長（髙久武男君） 教育部長。 

○教育部長（君島富夫君） 先ほども述べさせてい

ただきましたけれども、19年度にアレルギー対応

班をつくって、そういう情報を収集して今後の対

応について十分検討させていただいて、西那須野

調理場が稼働するまでには対応していきたいとい

うふうに考えております。 

○議長（髙久武男君） ６番、鈴木紀君。 

○６番（鈴木 紀君） 当然、やはり事前調査とい

うのはかなり慎重に進めなくてはならないと思う

んです。そういう中で、今、西那須野学校給食と

いうのも出ましたけれども、マニュアルができれ

ば順次やっていくことも可能なのかなと思うんで

すが、その点についてはどういうふうにお考えで

しょうか。 

○議長（髙久武男君） 教育部長。 

○教育部長（君島富夫君） 当然、そういう検討も

一緒にさせていきたいというふうに思っています。 

○議長（髙久武男君） ６番、鈴木紀君。 

○６番（鈴木 紀君） それでは、計画中の西那須

野共同調理場について、ちょっとお尋ねをしたい

と思います。 

  専用調理場をつくっているというふうに伺った

んですが、何人を想定してつくっているのか。ま

た、何を基準にして広さにしたのかというものを

ちょっとお聞かせください。 

○議長（髙久武男君） 教育部長。 

○教育部長（君島富夫君） これから細かい詰めは

していくつもりでございますけれども、物理的に

は50人を目標ということで設置をする予定でござ

います。 

○議長（髙久武男君） ６番、鈴木紀君。 

○６番（鈴木 紀君） それで十分対応できるんで

すね。 

  そういう中で、今回給食調理場の件がこういっ

たものになったものですから、広さ的には十分、

減らされることなく確保できるのか、そこら辺の

ところをひとつお聞かせください。 

○議長（髙久武男君） 教育部長。 

○教育部長（君島富夫君） この計画については、

当初計画したものと面積は全く変えてございませ

んので、当初計画どおり50食ということです。 

  ただ、つけ加えさせていただきますけれども、

当然西那須野調理場、３共同調理場ありますけれ

ども、今回西那須野につくりますけれども、黒磯

等についてはまだそういう対応はできていません

ので、そういう部分についての今後の対応という

ものも必要になってくるかなと思いますので、こ

れができたからすべて解決する、こういう問題で
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はないというふうに考えていただきたいと思いま

す。 

○議長（髙久武男君） ６番、鈴木紀君。 

○６番（鈴木 紀君） わかりました。 

  ことしも卒業式がまだ終了していないにもかか

わらず、入学式の話をするのも何なんですが、新

しい新入生が入ってきて、学校へ行くのが楽しみ

であっても、食物アレルギーという子供さんがい

れば、給食の時間になってかなり厳しい、かわい

そうだなという思いもしないとも限らないと思う

んです。そういう中で、１人の人でもやはり大切

にしていかなくてはならないのではないかなと、

そういうふうに思います。 

  そういう中で、福祉関係の人の話なんですが、

一人一人を支援していくのが私たちの役割ですと

いうふうに言っておられた言葉があったんです。

こういう本当に一人一人を大事に、大切にしてい

くということが一番やはり重要なポイントになる

のではないかと思うんですが、そこのところ、ち

ょっとご意見を聞かせてください。 

○議長（髙久武男君） 教育部長。 

○教育部長（君島富夫君） おっしゃるとおりで、

給食に限らず、学校教育の中では一人一人を大切

にと、当然の話だと思います。そういうことで行

政を進めていきたいと思います。 

  ただ、問題は、先ほども答弁の中で申し上げま

したけれども、アレルギーの種類、これはもう何

十とあるわけです。ですから、人によっても全く

違うものがありますので、すべて例えば30種類等

ありますけれども、こういうものをすべてクリア

できるかというと、こうなるとなかなか物理的あ

るいは人的、いろいろな問題で難しい問題はあり

ますけれども、いずれにしても父兄にご理解をい

ただかないと、このようなことは進まないだろう

と思いますので、そちらの対応もしていきたいと、

このように思っております。 

○議長（髙久武男君） ６番、鈴木紀君。 

○６番（鈴木 紀君） ぜひ父兄と学校、給食関係、

そういったものを含めて、また医者も同じだと思

うんです。そういう中できちんと連携をとってい

ただいて、進めていっていただきたいと思います。

一日も早い対応と適切な安全提供といいますか、

そういうものをお願いしたいと思います。 

  そういうことで私の一般質問を終了させていた

だきますけれども、最後に、渡辺教育長の方に一

言お礼を申し上げたいと思います。 

  旧黒磯市時代の平成11年10月１日に就任以来、

現在の那須塩原市に至るまでの８年５カ月を学校

教育に携わってこられました多大な功績というも

のは、必ず後輩に受け継がれていくんだと私は確

信をしております。また、行動することに信念を

持って、自分の目で物事を見てきた信念の人であ

ります渡辺教育長、本当にありがとうございまし

た。 

  ありきたりですけれども、体を大切に、ますま

すお元気で、ますます精進していただきたいと思

います。長い間大変にありがとうございました。

ご苦労さまでした。 

  以上で私の一般質問を終わります。ありがとう

ございました。 

○議長（髙久武男君） 以上で、６番、鈴木紀君の

市政一般質問は終了いたしました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◇ 東 泉 富士夫 君 

○議長（髙久武男君） 次に、８番、東泉富士夫君。 

〔８番 東泉富士夫君登壇〕 

○８番（東泉富士夫君） 議席番号８番、東泉富士

夫です。それでは、２問についてご質問をさせて
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いただきます。 

  まず、第１問は道路行政でございますが、４点

について。 

  今日の社会は車社会と言われ、車は生活に欠か

せないぐらい便利なものになっております。特に

市民にとって身近な生活道路と言われるような比

較的狭い道路や農道なども、その地域に住む住民

にとっては大変重要な道路になるわけであります。

また、雪が積もったときなど、幅員が狭い道路な

どで、ちょっとしたことで車を道路下に転落させ

てしまったとか、またそれに似た危険な状態にな

ってしまったという話も聞いております。また、

階段や道路については、わずかな障害でも、健常

者にとっては障害にならないが、高齢者や障害者

にとっては大変な思いをしている場合もあります。 

  また、教育行政の中では、今発達障害の支援教

育については大変重要な課題として今後取り組ん

でいくことになると思いますが、その点について

も何点か伺いたいと思います。 

  それでは、次の２問についてお伺いします。 

  １、道路行政について。 

  ⑴一般道路Ｎ519危険箇所の安全対策について。 

  ①一般道路Ｎ519（東三島）は主に農耕車等が

利用しているが、道路の片側が深い傾斜になって

いる箇所が見られ、大変危険な状態にある。安全

対策について伺います。 

  ⑵幹線道路ＮⅡ－15拡幅について。 

  ①幹線道路ＮⅡ－15（カゴメ研究所付近）は昨

年信号が設置されたが、幅員が狭く車の往来に不

便を来している。今後、拡幅の予定はあるのか伺

います。 

  ⑶若林支線181（宇都野）のガードレールの設

置について。 

  ①若林支線181は幅員が狭く片側に深い急斜面

の危険箇所が見られるが、安全上、ガードレール

が必要と思うが、その考えはあるか伺います。 

  ⑷紅葉橋たもとの階段の改良と手すりの改修に

ついて。 

  ①紅葉橋のたもとから青葉通り34に通じる階段

の段差が通常より高い。また、手すりが朽ち果て、

特に高齢者の歩行に困難を来している。今後の対

応策について伺います。 

  ２、教育行政について。 

  ⑴発達障害児の支援教育について。 

  ①特別支援教育の基本的な教育方針等について

伺います。 

  ②軽度発達障害のある児童生徒の実態把握につ

いては、どのように対応するのか伺います。 

  ③特別支援教育については、専門性の高い教員

の養成や配置などが大きな課題になると思うが、

懸念はないか伺います。 

  以上２問についてご質問いたします。 

○議長（髙久武男君） ８番、東泉富士夫君の質問

に対し、答弁を求めます。 

  市長。 

〔市長 栗川 仁君登壇〕 

○市長（栗川 仁君） ８番、東泉富士夫議員の市

政一般質問にお答えをいたします。 

  １の道路行政についてお答えをいたします。 

  ⑴東三島地内の市道Ｎ519号線は、幅員がおお

むね３ｍの砂利道で、周囲は田畑が多く、主に農

耕車に利用されているのが現状であります。一部

道路と田畑に段差がありますので、車両が転落し

ないように、必要な誘導策を講じてまいります。 

  ⑵の東三島地内の市道ＮⅡ－15号線のカゴメ研

究所わきにつきましては、一部が特に狭隘である

ことから、今年度中に路肩築造工事を完了する予

定となっております。 

  今後の幅員計画につきましては、雨水排水対策

や交差点改良などの課題もありますので、道路整
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備基本計画の見直しの中で検討してまいりたいと

考えております。 

  次に、市道若林支線181号につきましては、幅

員が3.5ｍから4.4ｍという程度であるため、大型

車は近くの別なルートを通ることや、農耕車の通

行にはかえってガードレールがない方が利用しや

すいなどのことがありますので、ガードレールの

設置につきましては、地域住民の意見も聞いた上

で検討してまいりたいと考えております。 

  ⑷次に、市道追沢線につきましては、歩道とし

て利用されている道路であり、青葉通りに接続す

る箇所の階段につきましては、昭和48年紅葉通り

が施工された際にあわせて築造されたものであり

ますが、ご指摘のありました階段の手すりの一部

損壊箇所につきましては、先日、修理を行い、既

に完了いたしております。また、階段のけ上げに

つきましては、若干高い部分もありますので、高

齢者の方々には大変であろうと思われますので、

今後改修を実施してまいりたいと考えております。 

  このほかにつきましては、教育長より答弁をい

たさせます。 

○議長（髙久武男君） 教育長。 

○教育長（渡辺民彦君） 私の方から、教育行政に

ついてのご質問にお答えさせていただきます。 

  １番目の特別支援教育の基本的な教育方針につ

いてお答えいたします。 

  特別支援教育は、学校教育において障害のある

児童生徒の一人一人の得意分野や不得意分野を把

握して、得意分野はさらに伸ばし、不得意分野は

それを克服するための適切な教育や指導の充実に

努めるものと考えております。 

  ２番目に、軽度発達障害のある児童生徒の実態

把握についてお答えいたします。 

  本市における軽度発達障害のある児童生徒の実

態把握は、文部科学省から出された「学校におけ

る実態把握のための観点」を参考に行われており

ます。具体的には、各担任教師による日常生活に

おける観察から、校内委員会で教育の指導観点か

ら検討したり、その結果を踏まえて保護者との相

談をする中で、医療機関や専門機関等での総合的

判断を受けることを勧めたりするなどしておりま

す。 

  次に、専門性の高い教員の養成や配置について

お答えいたします。 

  各学校には特別支援教育を推進するために、特

別支援教育コーディネーターが校務分掌に位置づ

けられております。また、担当者の専門性を一層

高めるための教員研修は、既に計画的に進められ

ており、県教育委員会の特別支援教育コーディネ

ーター研修に加えて、市教育委員会においても特

別支援教育研修を行い、教員の資質向上に努めて

おりますので、特に懸念はないと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（髙久武男君） ここで10分間休憩いたしま

す。 

 

休憩 午後 １時５７分 

 

再開 午後 ２時０７分 

 

○議長（髙久武男君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

  ８番、東泉富士夫君。 

○８番（東泉富士夫君） 再質問をさせていただき

ます。 

  まず、１番の道路行政については、先ほど大変

前向きなお答えをいただきましてありがとうござ

います。 

  ４点ほどご質問させていただきましたが、⑴の

方は今後修復をしていきたいというお答えをいた
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だいたわけです。 

  また、⑵は現在崩れているところを修復をして、

拡幅については今後検討していきたいということ

でございますので、よろしくお願いをしたいと思

います。 

  また、今後検討ということなんですが、先ほど

答弁の中で、ガードレールをつけてしまうと、か

えって狭くなって不便になってしまう、こういっ

たお話もありました。しかし、周辺も、私は行っ

て確認はよくしているところなんですが、その一

番狭い、非常に谷底というか、がけっぷちという

か、そういう場所が一番危険なんです。それ以外

の川沿いとか、左右はかなりガードレールがある

んです。ですから、ただいまのご答弁はいかがな

ものかなという感じもいたします。 

  いずれにいたしましても、なぜかといいますと、

私はその地域の住民の方に、雪か何か降ったとき

に、あそこから車が転落したということを聞いて

います、その地域住民に。ですから、その辺はガ

ードレールをつけてしまうと、確かに狭いところ

は狭くなってしまうんですが、かなり物すごい急

勾配というか、谷なんですね。ですから、私は、

狭くなるというよりも、むしろ危険度が大きいと、

このように私は認識をしているんです。ですから、

その点についてもう一度ご説明を願いたいと思い

ます。 

○議長（髙久武男君） 建設部長。 

○建設部長（向井 明君） 議員の今、ご指摘の箇

所につきましては、私どもも現地を見てまいりま

した。それで、片側は身上げということで石積み

がしてありまして、片側が落ちているという形に

なっております。そういった状況でございますの

で、特にこの地域につきましては、行政に要望と

か、そういったものについては、その地区全体で

話し合って、そして行政に要望するということに

なっているようでございますので、そういった意

味で私どもでは地区住民の全体の意向を聞いた上

で設置したいというふうに考えております。 

○議長（髙久武男君） ８番、東泉富士夫君。 

○８番（東泉富士夫君） 大変いろいろその辺の問

題もあろうかと思いますが、ぜひとも今後十分研

究というか、よく現場状況を見ていただいて、ぜ

ひ前向きに検討をお願いをしたいと、このように

思います。 

  それから、⑷紅葉橋のたもと、階段の改良手す

り。手すりの方は何か修復をされたということだ

ったですか、ぜひともこの階段については、あの

地域は高齢者が特に多いのかなと、このように思

います。そういった意味では、ここは生活の非常

に大事な通行の場になっておりますので、ぜひで

きるだけ早くその辺の改良というか、お願いをし

たいと思います。 

  いずれにしましても、道路行政については４点

ほどご質問をさせていただきましたが、いずれも

地域住民の切実な要望でありますので、実現化に

向けて努力をいただきたいと思います。 

  それから、２番目、発達障害児の支援教育につ

いてです。これは先ほどご答弁をいただきまして、

理解をさせていただきました。 

  ただ、何点かお伺いしたいと思います。 

  本市における軽度発達障害のある児童生徒の実

態は、まずどのようになっているのかお伺いをし

たいと思います。 

○議長（髙久武男君） 答弁を求めます。 

  教育長。 

○教育長（渡辺民彦君） 19年度向けの発達障害傾

向の調査について申し上げたいと思います。 

  小学校で検討した児童生徒数は271名を対象に

してまいりました。その中で個別に指導計画を作

成した事例が132名、それから中学校においては
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検討した生徒数ですけれども、91名で、検討した

事例数、具体的な指導計画を作成した事例数が22

名ということで、何らかの障害傾向があるという

ことで対象になった子供は、もう一度申しますと、

小学校で271名、それから中学校で91名、その中

で特に特別支援教育がふさわしいというふうに判

定された子供の数が、後から申し上げた小学校が

132名、中学校が22名、そういう実情でございま

す。 

○議長（髙久武男君） ８番、東泉富士夫君。 

○８番（東泉富士夫君） ありがとうございます。 

  今の人数を聞きましたら、大変数が多いんだな

と、正直言って、そんな思いでございます。これ

は人数がいらっしゃるということなんですが、私

は非常に気になるというか、思うのは、この発達

障害児の保護者の方にはどのような説明というか、

理解、認識をしてもらうのか、自分の子供が発達

障害者児であるというのは、なかなか認識、理解

というのは親御さんにとっては大変なことかなと、

このように思うんですけれども、その辺について

はどのように説明というか、納得されているのか、

その点についてお伺いしたいと思います。 

○議長（髙久武男君） 教育長。 

○教育長（渡辺民彦君） このことにつきましては、

各学校で校内委員会という委員会を組織しまして、

そして、そうした傾向の子供の掌握をしっかりと

やるということが１点と、具体的に今度は就学指

導委員会という委員会を組織しまして、かなりそ

の分野の内容に精通した職員で構成しまして、親

子で面談をします。そして、詳しく状況把握をし

て、来年から、19年度から特別支援教育という名

称に変わるわけですが、今までは特殊教育という

ことでやってきたわけですが、そうした教育を受

けることがふさわしいと判定をするわけです。こ

れは就学指導委員会で判定するわけですが、専門

家、お医者さん、そうした構成で幅広い観点から

判断をしていくということになります。 

○議長（髙久武男君） ８番、東泉富士夫君。 

○８番（東泉富士夫君） ありがとうございます。 

  今まで、そういった中でいろいろトラブルとい

うか、なかなか考えの食い違いというか、あった

のかどうか、スムーズに今日まで来ているのかど

うか、その点についてもちょっと聞かせてくださ

い。 

○議長（髙久武男君） 教育長。 

○教育長（渡辺民彦君） これは、保護者の方には

大変精神的な負担になります。そういうことであ

りますが、子供のために保護者の理解をどう深め

るかということも、これは学校側にとっては大き

な課題になるわけです。 

  それで、保護者が真に子供を理解して、子供の

実態にふさわしい教育を受けることが望ましいと

親の理解を求めてきたわけですが、約半数がそう

した教育を受ける状況になる。ですから、半数は

理解を得られないというのが実態でございます。

それは保護者の判断を尊重して、最終的には決定

する、そういうふうになってございます。よろし

いでしょうか。 

○議長（髙久武男君） ８番、東泉富士夫君。 

○８番（東泉富士夫君） ありがとうございます。 

  大変重要な課題というか、大切な問題であると

思うんですが、大変難しい課題であるなと私は思

っております。この点については、大変難しい問

題であると考えますが、何といっても学校、教育

関係者と保護者がとにかく十分話し合っていただ

き、納得をいただく方向性を見出していただき、

発達障害の支援教育に万全を期していただくこと

を要望しまして、私の一般質問を終わりたいと思

います。大変ありがとうございました。 

○議長（髙久武男君） 教育長。 
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○教育長（渡辺民彦君） ちょっと追加答弁させて

いただきます。 

  それで、特殊教育という今までの流れから、障

害傾向のある子供、これはいろいろな発達障害が

あるわけですから、幅広く対応していくために特

別支援教育という名称に変更して、今までの名称

では少し負担が大き過ぎるということも考えられ

ますので、そうした面で改善が図られたと、そう

いうふうに考えております。 

○議長（髙久武男君） 以上で、８番、東泉富士夫

君の市政一般質問は終了いたしました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎散会の宣告 

○議長（髙久武男君） 以上で、本日の議事日程は

全部終了いたしました。 

  本日はこれをもって散会いたします。 

  ご苦労さまでした。 

 

散会 午後 ２時２０分 
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